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マ
ー
む
慎
値
論
の
大
耍
を
述
べ
や
う9 

S

S
 

:
■

四

才*

ヘ
ン
ノ
ィ
マ1
の
惙
値
理
論
攸
、
最
初
一
九
一
六
年
に
瓜
版
せ
る

〜

く
这
§
 
ロ Kapitalprost
の
中
で
述
べ‘ら
上
し
た
の
で
あ
る
^
:
、

.

‘

後
諸
學
者
の
批
判
に
遭
ひ

r

九i
h

ハ
年
に
內
容
を
改
訂
し
て
證
版
を
刊
行
し
爾
来
其
儘
現
在
反
^

:

バ

價

値

並

に

業

I

の

み

に

關

す

る

自

説

を

明

確

に

敍

述

し

て

f

o

此

外

に

、

一

九

ニ

四

年

に

改

訂

第

五

版

を

刊

行

せ

る

彼

の

大

著

社

裏

大

系

l

t

§

穿

1

1

5

が

あ

り

其

第

三

卷

は

經

濟

學
 

一.

I

取

扱

つ

て

居

る

。
.
此

書

の

中

で

は

、

彼

の

積

極

的

立

場

,:

_ 

I

漫

す

f

 

H

、

又

I

述

す

る

所

は

W
. 

u
. 

K
.

以

上

に

出

て

居

ら

ぬ

唯

々

螯

S

批

判

を

g

る

I

に
.於

て

は

後

ベ 

' 

者

の

全

く

論

述

I

る

部

分

を

包

含

し

.て

居

る

。

其

故

に

彼

自

身

の

價

値

f

就

て

は

：w
. 

U
. 

K
.

を

、
-

其

效

用

說

批

判

こ

就

て

.は 

Tlieone

を

參

照

す

れ

ば

売

分

.で

t>
:
:ら
ぅ0

;
; >
■■
,

::

.

.
價

値

又

は

交

換

債

値

と

.い

ふ

概

念

は

ォ

r

ペ

シ

ハ

ィ

.マ

丨

に

依

れ

.ぱ

「

_

換

言

す

れ

.ば

需

要

«

給

.の

關

係

の

變

化

：に

基

く

偶

然

の

：動

棉

ょ

り

#

象

せ

：.る

價

格

」

|

〕

を

意

味

ず

る

.0
即

|

4

ン

ハ

ィ

マ

ー

の

對
 

.
象

と

ず

る

厌

の

價

値

は

十

如

_

派

に

於

げ

.る

自

然

價

格

又

は

■

摄

格

に

，梱

當

す

；

る

：も

問

題

は

市

場

齡

濟

办

下

に

 

.於

て

時

々

.刻

々

變

動

す

I

の
.市

場

價

格

：で

な

く

、

I

中

心

的

歸

蓍

點

た

る

'

I

價

格

.が

何

故

そ

れ

f

 

.一
 

定

の

高

さ

，に

.定

I

、の 

で

.
f

か

と

；
$
'

ふ

こ

と

：で

|

。

：f

價

格

の

成

奢

見

る

爲

に

ば

；「

霖

敷

供

給

の

關

译

の

變

化

に

龜

く

偶

然

^

を

杣

象

す

る
 

，こ

と

哀

ち

斯

許

る

經

濟

的

靜

態

を

假

宠

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

オ

ッ

。へ

.
ン

ハ

ィ

マ

丨

の

言

.ふ

通

り

幾

多

の

カ

が

相

對

，立

し

て

5:

に
# .
用

し

合

ふ

場

合

、
■外

部

か

為

等

翕

管

蒙

ら

ぬ

：眼

り

ぞ

れ

等

は

.一
：免

の

胰

S

鈞

合

.
を
保

ち

：少

し

：赢

る

も

の

，で

.あ

る

,
C

o

r

様

な

平

衡

狀

態

は

E

よ

り

現

實

の

：社

會

|€
'
成

立

す

る

% ;
^

で

な

く

、

之

を

假

定

す

る

.こ

と

は

一

つ

の

理

論
 

的

虛

權

で

：1

0

併

し

な

が

ら

障

害

を

除

去

す

る

爲

に

孤

立

化

的

方

法

を

採

用

し

本

質

を

見

究

め

i

忆

偶

然

を

抽

象

し

去

る

こ

と

は
 

方

法

論

上

當

然

承

認

さ

.る

f

l

 
る

p
’ 

f

 

^
 

^
 

^
 

^
 

V

I

I

I

 

. 

: 

f

 

I



-

客
觀
的
俱
f

批
判
' 

.

九
六
' 

:
(

九
六
。

%
を

«
鑛
な
ふ
.魯
現
象
釔
對
象
と
す
旮
辄
論
的
科
學
0

*
ろ
當
然
の
住
務
と
.す
吝
所
で
な
げ
れ
ば
|

ぬ
0
へ
？

「

着

ば

.市
場
經
濟
fc
於
て
、
相
對
抗
す
る
力
と
'は
：何
で
^
る
か
、
：其
力
は
何
を
#

R

iし「

て
.活
動
し
，
如
何
^3

て
平
衡
狀
態
：に
 ̂

'定
す
-る
か 

o'
:',
.

.

.

,
シ

 

■-.
 

.. 

•
'
、

-
' 

ぺ

パ 

■.
.
:

 
一'
;
'
-
:
•'
.
.
:
'
”

.

、
オ
ッ.ぺ
：
ー
ン
<
:ィ
>
:
1に
.侬
れ
：ば
市
場
經
濟
：と

.は
個
キ
の
«

濟
主
體

と
に
外
：な
ら
ぬ
。
：

'囊

濟

茧

體

間

杧

行

は

岑
^
競
&
士
：い
ふ.の
；慶

楮

上0'
:爭
で
あ
：る0

»
手
：ば
：可
及
的
高
き 

買
手
：は
可i

安
^
價
.
を
埏
て
騰
入
せ
ん
友
努
办
る
。
へ
錄
競
带
该

'奢
し
他.か
ら
障
害
を
蒙
ら
.な
け
ft
ばf,

起
の
價
格
水
^

！達
； ̂

た

,|
-
;で

-|
|
1む
。.：ー
歸
要
4
供
給
^
が
苹
徽
を
保
づ
と
ば
此
事
鶴
r
指
ずも

.：

の
.に
外
な
ち
ぬ
。
；
所

で

聲

は

.
lfi
M
故
に
.「

平
均
的
且
，つ
恒 

久
的
に
^
或
分
宠
め
懷
格
水
準
が
矩
ま
备
の
か
と
^
ふ
こ
と
セ
お
备
タ
*

^

も
の
.で
あ
る
か
ち
、
そ
の.何
れ
も
が
：，

「

恒
久
，的
に
平
掏
的
に

」

安
^
す
る
に
茧
る
に
は
^
®
に
偶
然
的
に
非
ざ
る
特
別
の
理
由
が
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。
抑
ち
相
敵
對
ず
る
力
が
最
累
中
競
爭
钇
繼
續
す
る
理
由
が
啟
ぐ

^

に
箴
ら
ね
.ば
、
安
楚
狀
鶴
は
成
立
だ
紅
營
であ

.或
は
高
き
價
格
を
求
め
或
ぼ
低
き
債
格
を
望
む
歡
爭
蕃
連
は
何
；を
目
指
し
て
斯
く

.爭
ふQ.

で
•あ
る
か
”又
#.
平
，飯
點
は
何 

せ
ら
れ
る
の
'か
,0
:
'/
.
'
'
.

〈

■'
.
.
:
■.
■:
.〒
.
,

(

，
. 

.
V
V
.
. 

. 

.

.■,

.
'
.
■

オ
ッ
ペ
ン
ハ
^'
'
.マ
^
に
傲
れ
ば「

競
爭
者
社『

可
及
的
高
；ぎ
惧
格

』

と
い
ふ
宇
段
を
通
し
て
可
及
的
高
き
敗
得
と̂:
.ふ
究
竟
1̂

を
達 

戚
す
る
9.
^

^
に
經
濟
の
平
衡
呔
あ
ら
ゆ
る
競
淨
考
の
あ
ら
ゅ
る
所
得
が
競
爭
の
行
は
れ
る
狠
り
に
於
て
平
鮮
ず
る
ぎ
に

於

て
史
ま
..

1

I

る
Iと
;.
0
I

V

,
此
命
題
に
於
て
：注
意
を
要
ず
石i
t

t
先
づ
第
；一
.

「

競
#
の
行
は
れ
る
限
り
に
於
て
平
均
する
し
と
い
.ふ
こ
.と
で
あ
る
七 

1
M '

は
®:

際
の
^
!
忙
於
て
經
濟
理
論
的
に#

視
す
る
と
：

の
出
來
ぬ
軍
要
：な

馨

が

競

繁

妨

げ

、
听
得
(0

平
均
^

不
¥ '

能
&
ら
し 

.め

：て
：
居

：
る

.と

.い
i

を
含
ん
：で■居
石
。
M

要
：な
障
繁
と&.
何
で
'あ
：る
が
’ど
.い
ふ
ゼ
、
：
'
.オ
ダ
タ
ン
;>

(

at
八)

の
相
違
と
.の
.ニ
0
を
擧
げ
る
0 
.

.
^
0•:
'. '

::
•

:い 

V
. 

?
-

 

.
註
八
F 

p
o
. 

w
.

M;
I
,

「

性
能
し
と
ぼ
^

&

暴̂
デ
办
譯
字
で
釭
る
？
.ォ
ッ
ペ
シ
ハ
$

1
吖
此
字
れ
使
ひ
方
ぼ
譽
昉
瞭
を
缺
き
、
.色

ャ 

.

:■
■

'な
意
味
を
之
に
含
炎
叱
で
居
る
の
.
i
常
な
譯
字
が
な

，v >

が
、へ
其
詳
細
な
杓
容
は
.後
に
f

る
が
ら
、，書

く

假

に

譯

し

て
置

，

,つ:,
,
.
.ぐ
、
：
大

體

の

意

味

は

常
■
へ：

：,.
.
/ 

.

.

.

獨
占
と
は
：自
由
競
维
が
無
麗
.に
行
は
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
生
產
者
が
任
意
に
生
產
暴
加
し
得
ぬ
か
又

は

#

 

加
ず
一
る
6
と
.を
許
さ
れ
ぬ
と
：い
.ふ
£-
:み
で
あ
.，る

;0
普
通
に
_
占
梂
全
然
競
爭
が
排
除
せ
4
れ
た
る
狀
態
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
之
に 

較
べ
る
■と
オ
ネ
ベ
シ
ハ
：イ
ト
の
獨
古
の
解
釋
は
餘
程
寬
大
で
：あ
^

>

#へ：る
ゃ
：
ノ
 

; 

v:.
, 

: 

: 

I
. 

- 

/ 

ノ 

'
.
ハ
■

.

- 

第
一
ー
：の「

看

た

.

.る「

性
能」

と
は
，
オ
ッ
ベ
ン
ハ
イ
、マ，；！
獨
特
の
言
葉
な
0
ヤ
あ
名
が
、そ
の
說
明
に
依
れ
ば
、「

普
8
に
ネ
、
.
•一
 

個 

人
の
i

的
#

^
の
綜
合
概
念
と
1>
.て
使
用
さ
れ
る
が
、
；
科
擧
的
'_に

-1
£
幽
.に
解
釋
す
れ
ば
社
會
^

|

把̂
依
り
、
社
會
が
，

I

個
人
に
或 

1

定
の
性
能
を
認
め
.る
こ
と.な
.の
：で
あ
る
し
、C

I
或|

定
CD
性
能
と
は「

個
人
が
社
會
に
於
て)

定
の
社
會
的
地
位
5:
-
得
る
能
カ」 

§
.
o
v
:
'

參
味
す
る
.
o
.
,
之
を
義
的
に
觀
れ
ば
各
個
人
が「

£
一
 

C

を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

^

 

- 0 
- 

o
 

 ̂

w
. 

W
- 

,

■:

で
'y
y
l
r
^

'
オ
ッ
.ベ
.ン
：.

(

<

マ
：1
.
.に.依
れ
^ぱ̂
^
^

.

I

l

l

. 

.
: 

九
.七
：

(

九
i



容
觀
的
頃
値
論
批
判 

九

八

(

九
.

<
〕 

同
時
に
'

「

全
生
產
者
が何
，れ
も
皆
種々
，な
る
程
度
の
.性
能
を
以
て『

評
價
さ
れ』

、
且
つ
そ
れ
に
相
應
せ
；.る
'所
得
を
獲
得
す
る
と
v>
ふ
こ 

と
は
吾
人
に
興
へ
k
れ
た
る
經
驗
的
材
料
に
屬
す
る
の
で
あ
る」

。

B
r
o換
言
す
れ
ば「

性
能
は
靜
態
理
論
に
於
て
は
直
接
に
所
得
を

以
て
測
定
せ
ら
れ
る
の...
で
あ
る」

o

'

s

f:
:
、

；
 

V
 

.ベ
ハ
r

.
 

•

:

註l
l
r
'
n
r
l
,
_
f
K
.
S
.

 

I
2
V

ノ
.
:

. 

.
'，
て：
.
'
、

,

;

;

.

,:
-

'■

其
處
：で■..に
述
べ
た
所
の
'

「

競
爭
の
行
は
れ
る
限
り
に
於
て
，年
均
す
.る」

と
：い
ふ一 .

句
，を
書
直
せ
ば
：つ
ま
り「

性
能
の
相
違
と
獨
古 

的
狀
態
.に
對
す
る
地
位
0
相
違
と
が
、
所
得
の
差
異
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ぬ
限
り
に
於
て
、
•各
人
は
“
.
.
.
•

相
等
し
い
所
得
を
獲
得
す
る」 

售
四)

：
と
い
ふ
こ
と
に
爲
■る
？
所
が
オ
ッ
.ペ
ン
：

c

イ
マ
ー
ば
理
論
的
芷
確
を
期
す
る
爲
に
暫
く
獨
占
が
存
在
せ
ぬ
も
の
と
假
定
し
、
 

中
席
の
性
能
所
有
者
の
中
等
の
所
得
が
確
定
せ
る
も
め
ふ
假
定
す
る
。
::
':
.
.
:
.
.
/

入
：
5

パ 

,

註
一
四 

一

.

u. K..S. 

14.15.

而
し
て「

.I
H
常
の
性
能
を
認
め
ら
れ
た
る
も
の」

(normal 

Q
u
a
s
z
i
e
r
t
e
n)

と
は
此
場
合
オ
ッ

ベン

ハ
イ
マ
ー
に
依
れ
ば『

限
界
生
產 

者』

で
あ
る
。
彼
ば
限
界
先
產
者
の
'說
明
を
'リ
：力
ー
ド

ー
か
ら
借
.及
て
：來
るo
\即
ち
リ
カ
ー
ド
ー
は

日

く

「

あ
ら
ゆ
る
財
貨
の
交
換
價 

値

は

：
：
：.
•當
該
財
貨
の
生
產
に
必
要
な
る
勞
働
量
の
：大
小
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
が
、，其
勞
働
と
.は
何
等
特
殊
の
熟
練
を
備
ふ 

る
こ
と
な
く
且
つ
又
最
も
惠
ま
.れ
ざ
る
狀
態
の
下
に
於
て
其
生
産
を
執
行
す
る
所
の
者
で
あ
る
と
す
る」

と
。
S

-

5
 

飭
1
五 

W
.

 

f
 

K
. 

S. 

15

•
'
ハ

「

柚
象
釔
之
程
迄
極
端
に
抓
進
办
七
來
る
と
問
題
は
至
つ
.て
簡
單
に
な
る
.
0即
ち
市
經
濟
に
於
1け
る
生
產
衮
は
何
れ
も
皆
平
均
的
性
能 

を
備
へ
た
限
界
先
產
者
で
あ
り
、
«
つ
て
其
所
得
も
又
均
.一'に
私
等
程
度
.の
も
の
.で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
斯
く
の
如
き
假
定
の 

下
に
於
て
平
衡
狀
態
は
#!
經
濟
主
體
の
所
得
が
均
1
に
な
る
所
に
於
て
到
達
せ
ら
れ
ふ
と
オ
ッ
ぺ
\
ハ.イ
マ
ー
は
言
ふ
。

最
後
に
淡
る
.問
題
は
所
得
の
意
味
で
あ
る
。：

_

#
 

,
各
經
濟
盡
が
可
及
的
最
高
又
は
最
底
の
懷
格
を
求
必
る
努
カ
と
い
ふ
こ
と
を
ば
、
.
其
經
濟
行
爲
の
原
動
力
と
見
る
こ
と
な
く

蔽
濟
行
货
の
究
竟
の
目
的
は
可
及
的
最
腐
の
所
得
の
獲
得
に
往
る
の
で
あ
つ
て
最
高
叉
は
最
底
の
價
格
に
對
す
る
努
カ
と
は
單
に
之
を

獲
得
す
る
手
段
に
過
ぎ̂
と
い
ふ
考
へ
方
は
ォ
ア
ペ
シ
ハ
イ
マ
ー
獨
自
0

見
解
に
屬
す
る
。
彼
の
言
葉
に
據
れ
ば
ぞ
れ
は
'

「
決
定
的
進

步」

好i 
6

，
を

意

味

し

、

.
從
來
の
平
衡
概
念.に
依
つ
允
は
說
明
し
得&
か
つ
た
安
定
點
を
表
示
す
る
も
の
バ
联
.
1
:
$ 

:
な
の
で
あ
る
。

It
i 
六

一

七

、Thcode, S. 623 . 

...

そ
れ
で
t

か
ら
所
得
の
意
味
は
オ
ッ
.ペ
ン
ハ
イ
^.
丨
の
理
論
で
は
頗
る
^

要
な
地
位
を
占
め
て
房
る
窖
で
あ
る
。 

彼
に
摭
れ
ば
所
得
士
は
生
產
客
が
、坐
產
物
を
寶
却
し
て
.得
る
利
益
で
あ
る
。
限
界
生
慶
密
は
地
代
を
坐
ぜ
ざ
る
土
地
を
利
用
す
る 

も
の
で
ぁ
り
、
又
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
.が
無
い
.の
で
、
-

I

ォ
-ッ
ぺ
ゾ
ハ
イ
.マ
1;
に
依
れ
ば
利
溝
は
獨
：

m
(

階
級
的
獨
占)

の
結
來
と 

し
て
生
す
る
も
.

Q

で
あ
る
か
ら
獨
占
の
な
い
批
會
に
は
利
潤
は
生
れ
だ
い
丨
自
己
の
終
働
に
依
る
ょ
り
外
：に
利
益
を
得
る
途
が
な
い

0 

買
入
れ
た
原
料
に
對
す
る
支
出
を
ば
生
産
せ
ら
れ
た
る
財
貨
の
價
格
か
ら
差
引
い
た
_

、
即
ち
自
己
の
執
行
せ
る
勞
働
の
賃
銀
に
相 

當
す
べ
き
も
の
が
利
益
と
し
て
殘
り
.、
そ
れ
が
唯
一
の
所
得
を
鞲
成
す
る
。
此
所
得
は
名
因
的
所
得
と
'實
質
的
所
得
■と
に
區
別
さ
れ 

る
.。
前
#
は
一
定
の
貨
胳
額
、
後
考
は
此
貨
幣
に
依'つ
て
其
服
得
者
に
貧
ら
さ
れ
る
农
理
的
藤
得
の
金
體
ザ
あ
る
0

^ ;
ッ(

ぺ
ン
：ハ
七
.マ 

1
が
自
己
の
腦
裡
—

い
て
居
る
所
得
概
念
—

面
上
、
.前
者
即
ち
於
因
肌
得
.で
^:
る
§
で
.

_

0-;
ぃ

へ

V
'
. 
”

て
’

：

■之
丈
げ
の
杣
象
的
假
定
を
行
つ
て
お
い
て
か
ら'
'オ
ッ
.ベ
ン
..ハ
ホ
.
T

は
價
備
坭
楚
の
敗
則̂

數
學
的
'に
_
現
す
琴
。

正
常
⑷
性
能
所
有
者

0
所
得
^
珏
、
性
能
0;
相
違
0:
爲
に
起
る
所
队

6
醫

?:
;
0
獨̂
1
1
1(0
-
爆
に
生
ず
る
财
觀
の
樣
減̂;
-
1'
1
1に
^
o'
. 

て
表
は
す
と
ず
れ.ば
其
社
會
に
於
け
る
社
會
各
人
の
所
得
は
次
の
方
程
式
に
呋
つ
て
現
は

.さ
れ
る
0

•
»
.的.依
银
數
批
利..
. 

九
九
.
.
'
.
0
、0

ノ
.
.
.
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へ：
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•

'

此
產
式
か
ら
し
て
茭
換
價
値
決
定O '
法
.肌
が
頗
る
簡
m

に
導
き
砂
dr

れ
る
0
':
'
,惯
格
を
措
擎
る
も0
.が
、
^

馨

0

^

用(

才
ッ
ぺ
ン
パ
ィt:

l

は
之
を
&
已
費
用(selbstkosten)

と
峡
#
切
居
S

と
^
に
.加
Y
^

勞
働
よ
り
生
ず
る
利
 

益
と
せ
奴
.る
.と
と
は
M

の
假
觉
か
ぢ
當
親
論
さ
れ
る9
撕
敗
-に
今
r

^

於
^ ，
る
當
然
坐
®
者
の
.產
出
す
る
生
産
物
の
數

 

」

*(

才
ジ
べ
ン
ハ
ィ
兮
！
の
用
語̂
據
れ
_
邊

^

^
を
^'
遍

字

」

篆

^;
、
，§'
:
己
鸷
用
を
も
占
#;
れ

ぱ

財

經
|
|
^
^
^
.
>
:
^

は
^

殺

式

'
で

茨

は

さ

.
れ

.一

る.：
.

: :
;

,'

シ

:

•
.

'

.

減

' '
.
ぐ

 

.

.

.

へ

：
'
. 

'
.
:
.
.
'
'
-
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'

:
«屮

异

思「

，ト
：
，;.
'.

 ̂

.
卜

：.：

'

;

:;.
.';
:
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^

 

f

 

d

^

r 

.

.

.
ぺ
ぶ\
'
:
:
-
:
-
.

ン
' 

.

.

.

.

.

,
1
此
方
程
式
の
中
で
ぼ

と
は
生
產
が
得
る
所
の
—*
;
個
當
り
の
利̂

.

S
に
^

な

ら

，
ぬ

。

靈

理

論

の

雙

に

從

へ

-
ば

迟

は

一
定
.し
て
席
る
の
で
あ
‘る
か
ふ
、
&

を
構
成
す
る
要
素
は
總
て
'當
然
.
1
.
:
定
し
て
超
る
こ
と
に
.爲

る

-0
>

:
^
ぅ 

オ

ッ

ぺ 

ン
ハ
ィ
.マ
ー
は
之
を
も
結
局
8
に
ま
.で
分
析
し
て
仕
舞
ふ
、
即
' ^

3
と
は
元
々
勞
働
の
生
產
物
以
外
の
何
も
の
で
も
な
ぃ
と
い
ふ
の
で 

.あ
る
。
例
へ
ぱ
反
物
の
加
：エ
衆
衮
杧
取

0
.
:
て
，
は

仕

人

れ

龙

ゐ

：
綿

布

0
^
©
'
が
3

^あ
.り
、
加
.エ
す
务
爲
，に
之
.に
加
か
た
る
自
已
の
勞
働 

が
，g
を
概
成
す
^
。
所
で
此
3
な
る
綿
布
は
綿
布
生
產
者
か
ら
見
れ
ば
仕
ス
れ
た
る
綿
糸
の
代
憤
3
と
綿
布
製
造
の
'
.爲
に
之
に
.加
へ
.ら 

る
所
の
：勞
做
に
恶
く
所
得
と
か
ら
成
立
つ
。
錦
糸
は
更
に
.綿
花
な
る
$
と
之
に
加
へ
ら
れ
た
る
勞
働
g
と
に
と
い
ふ
具
へ
ロ
：に

0
?は
殆
ど 

無
限
に
分
解
さ
れ
て
行
く
0
が
最
後
ま
で
对
き
.0
.''
<
:仑
何
が
殘
る
か
と
い
ふ
に
、
オ
.ッ
べ
ツ
>\
ィ
マ
ー
は
g
:の
み
が
淺
り
.
Sは
無
限
小 

に
爲
り
零
と
化
す
る
と
言
ふ
。
何
故
篇
と
な
る
か
い
へ
ば「

生
産
容
は
結
局r

無
料
の
財
貨』

に
加
工
す
る
か
又
は『

無
料
の
勞
働
者』

で

あ
'る
か
御
飞
：ら
か
で
ぁ
る
か
ら
で
ぁ
る

」

e'
l
oと
:0
最
後
ま
で
分
解
さ
れ
た
る5 .

が
零
に
爲
つ
て
仕
舞
ふ
と
ず
れ
ば
 > 

オ
グ
べ
ン

?

^
マ;-
:
|
1,の^

發
^
相

正

.
祀

鄭

機
^
:^
洛
に
相
違
-.
»
い

.>
而
し
て
.次
の
加
き
命
題
が
成
立
っ0

「

あ
ら
ゆ
る
赝
格
は
，之
に
參
加
亡
る
金
 

坐

，
遨

渚

の

：
收

益

.ょ
ぶ
成
る」

§
,
九〕

と
o 

.

:

園
一
八4

九
.
.

W
,

尸K. S
.
I
S
.

オ
ッ
ペ
ン
^ィ

.；

マ
丨
は
S
.の
：̂

1

證g

す
る
方
程
式
を
舞
べ
て
居
る
が
簡
雄
の
爲
に
之
を
省
略
す

る

。
 

，オ
ッ
ペ
ン
ハ
ィ
マ
リ
は
泚
方
程
式
め
解
靶
を
以
て
ご
價
値
が
東
早
や
完
全
に
說
明
さ
れ
た

^
考

入

る

^

即

ち

日

く

.,

「

撕
ベ
心
て 

'靜

霸

播

，
の
1

、般
刺
法
则
は
、
，縦
令
ひ
尙
ほ
不
党
八
王
で
倉
；

^
は
云
.ベ
、
.客
.觀
的
憤
格
論
のk

«

i
ま
觀

猿

格

論 

■

:M
§

に
は
■

滿

至

i

Q
ハ
で
;^
る
。
■

か
七
い
ム
^

方
程
式
は
她
*
客
観
的
な
、
社
會
的
に
一
定
せ
る
材
料
の
ふ
を
含

 

み

居

ち

：
ぬ

.
か

ち

で

ぁ

る

。

«
*
«
狀

11
の
存
在
せ
ぬ
所
に
於
.て
生
產
を
 

行
ふ
所
:0
|

の
性
能
所
有
者
の
全
部
に
、
相
等
し
い
氣$

流
れ
込
む
所
|

木
的
所
得
は
、
社
會
的
に
即|

觀
的
£

宛
し
て 

居
る
。
而
し
て
又
在
產
力
を
表
す
數
字
は
技
術
の
狀
態
に
依
つ
.て
.一
定
し
て
席
る
。
性
能
の
相
違
に
基
く
所
得
の
増
減
や
、
蜀
I

態 

•

る
^:
の
.

!

^

^
:^
ニ 

0

〕

と o

」：

：
_

註

|
.
一

 

p

:^
u

'

^

>

2
 ャ
：

.

'

/

'

:. •
.

^

^

此
方
程
式
：̂
更
：

H

簡
潘
に
す
る
。
ま
ち
上
記
.の
方
程
式
か
ら 

#
っ
衆
取
^

玉
去
る
、
其

讓

來
,

虚

满

狀
®
に
は
满
谱
的
の
も
の
と
自
然
的
の
も
の
と
ぁ
る
が
、
前
街
は
絕
ぇ
先
變
觏
す 

る
を
名
と
し
-«
,1
: ^
論
,
屬
才
;^
4
參
々
'>
^
、
^

^

^

办
が
現
傭
に
其
存
在
す
る
場
令
稀
少
で
ざ
る
か
ら
释
に
問
題
と
す
る
に
足 

り
な
い
と
。
換
言
す
れ
ば
オ
ッ

べ
^
ハ
ィ
マ
1,
は
靜
態
的
價
格
の
理
,

看

_

齋
に
生
塍
し
斯
る
肘
«.
の
；；み
に
當_

る
ガ
,
 

に
作
り
直
す
の
で
あ
る
’？
此
.'|
3
*正
に
#

0
て
方
程
式
は
次
の
如
く
改
編
さ
れ
る
0

”
o
!
.
' 

C
I
6
.
1
X
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■
オ
ッ
ベ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
次
に
q
を
も
取
除
く
。
其
理
由
に
日
く
、「

性
能
の
優
劣
は
任
意
に
洱
生
產
し
得
る
脉
貨
の
慣
格
に
は
影
響
せ 

ぬ
か
ら
で
あ
る」
S
ニ1〕

と
。
何
故
影
響
せ
ぬ
.の
か
。
日
く「

そ
れ
は
、
靜
態
理
論
に
於
て
如
何
光
る
部
門
に
於
て
も
限
界
坐
產
潜
が
芷 

常
の
性
能
を
持
0
と
い
ふ
吾
人
の
.約
衆
か
ら
直
ち
に
推
論
さ
れ
る」

§

三〕

と
。
蓋
し
生
產
費
用
を
決
定
す
る
所
の
茈
常
の
性
能
所
.有 

者
の
所
得
£
に
在
つ
：て

は±
0
は
零
に
相
違
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
即
ち
±
^
と
は
正
常
の
性
能
所
有
者
の
所
得
か
ら
離
反
す
る 

其
離
反
の
程
度
を
表
す
記
號
に
外
な
ち
ぬ
も
.の
で
あ
る
.の
で
あ
る
。.

註
ニ
ー 

W
.

戸 K. S. 

2
4.

■

,、

註
二
ニ
 

W
'
U
.
K
.
S
」

5
.

:

,
•

但
し
オ
ッ
ぺ
ン
ハ
イ
マ
ー
.は
之
に
徂
し
書
を
附
け
る
。
と
い
ふ
の
...は
限
界
生
産
者
が
習
熟
に
依
つ
て
よ
り
優
秀
な
る
性
能
を
有
す
る 

に
至
つ
た
場
合
の
こ
と
で
.あ
る
。
其
時
は
當
該
生
産
者
0
所
得
.は
習
熟
せ
ざ
る
芷
常
性
能
者
よ
り
も
一
罾
多
額
の
所
得
を
得
る
の
を
常 

と
す
る
-i
。
何
れ
丈
け
の
多
額
を
得
る
の
か
、
.オ
；ッ
べ
'ン
ハ
イ
マ
一
^
茈
確
に
之
を
計
算
し
や
ぅ
^
す
る
0
即
ち
其
餘
分
の
所
得
額
は 

自
已
赀
用
の
中
に
記
錄
せ
ら
れ
る
と
答
へ
る
。
^
の
意
味
は
.か
ぅ
で
，あ
'る
0-
先
：づ
初
め
其
生
產
者
は
其
優
.秀
な
る
性
能
に
習
熟
す
る
期 

間
に
於
て
修
養
す
る
と%

ふ
寒
情
の
爲
に
、
修
養
を
受
け
ぬ
他
の
JH
C吊
の
性
能
者
と
等
し
い
程
の
1H

.常
所
得
を
得
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。

•其
上
又
典
修
養
の
爲
に
は一

定
額
の
自
己
費
用
を
支
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
.。
而
し
て
習
熟
期
間
に
於
け
る
此
等
め
失
費
は
修
養
完
成
後
、

勞
働
に
從
事
す
る
一
生
.の
間
に
償
却
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
.0
優
秀
な
る
性
能
の
爲
に
生
ず
る
所
得
の
追
加
額
と
は
此
償
却
費
に
相
當
す

,

.
: .

:

. 

, - 

- , 

.レ

.

名
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
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斯
様
な
次
第
で
あ
る
か
ら
靜
態
理
論
に
於
，て
：任

f
t

に
生
產
し
得
る
財
貨
の
價
格
を
論
ず
る
場
合
に
は
q
は
之
を
零
と
し
て
無
視
し
て 

よ
い
と
オ
ァ
ペ
ン
入
イ
マ
！
は
說
く
。
さ
う
す
る
と
方
程
式
は
次
の
如
く
簡
單
に
爲
る
9
;
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價
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表

す

方
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M
y

と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
，約
束
に
從
つ
て
あ
ら
ゆ
る
.限
界
生
産
者
が
等
し
い
時
間
丈
け
等
し
い
熱
心
さ
を
以
て
働
く
と
す
れ
ば
、

n
 

は
坐
產
物
に
毀
さ
れ
た
る
時
.間
に
反
比
例
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら

客

观

的

價

孩

論

批

判

 

；
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I

O
三
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1

扇

b
r
:̂

丨
 t

^

-
!

と
な
る
。
言
葉
を
以
て
之
を
表
：せ

ば

;'
.

■'
,
> 

’

「

任
意
に
搏
坐
牽
^
得
る
^

^
の
靜
態
歡
格
は
、：̂
|
,に_
係
.せ
.る
全
‘̂

{
^
#;
に
&

つ
.て
之
に
投
入
さ
れ
た
る
金
勞
働
時
間
に
^
例
す 

る
0
^
言
ニ
0
此
勞
働
_
間
.
何
に
依
つ
；て
定
ま
ん
か
と
い
^

ば
'、「

法
律
的
■
占
の
存
在
せ
'ぬ
所
で
は
、
自
然
的
に
定
ま
れ
る
社
#
的 

,
抵
：̂
の
程
度
が
之
を
定
め
る
。
詳
言
す
れ
ば
自
然
的
に
は
自
然
物
の
.『

相
對
的
な
經
濟
的
稀
少
性』

が
、
社
會
的
に
は
技
術
の
狀
態
が
、

之
を
^
め
る」

：c^

ニ
四〕

.蝕U

三 

^
 

^ 

 ̂

- 

•

以
上
が
オ
ッ
.ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
價
値
論
の
要
約
で
あ
る
。
此
說
明
に
罟
人
は
果
し
て
滿
足
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
オ
ッ
べ
ン
ハ
イ
マ 

丨
は
自
稱
す
る
如
く
、
盡
的
要
素
を
全
く
排
斥
し
て
，；父
換
僧
値
の
形
成
を
說
明
し
得
た
で
あ
ら
ぅ
か
0
吾
人
ゎ
見
る
所
を
以
て
す
れ 

ば
彼
の
試
み
.は
佥
然
成
功
し
て
居
ら
ぬ
。
そ
れ
許
り
で
な
く
勞
働
價
値
說
の
最
も
典
型
的
な
缺
點
を
露
出
し
て
居
る
。.之
を
明
に
す
る 

の
が
吾
人
の
次
の
搭
縣
で
あ
る
。

-

h 

三

，

.先
づ
最
初
に
問
題
と
爲
3
の
は
、
靜
態
憤
格
形
成
に
於
け
る
原
動
力
た
.る
經
濟
主
體
の「

最
高
.の
所
得
を
目
指
す
努
力

」

で
あ
'るO

オ 

ッ
ぺ
ン
バ
イ
マ
ー
に
依
^

^
ノ
市
場
に
於
け
る
經
濟
主
體
が
可
及
的
安
く
貢
ひ
文
は
可
及
©

^
く
^.
ら
ぅ
.と
い
ふ
^
カ
は
古
典
_
.
^
が 

.假
定
す
る
原
動
カ
ヤ
»

が
?>
.^
.n
は
尊
な
る
序
段
に
す
ぎ
ぎ
る
.も
の
で
あ
P

?

其
根
源
は
最
高
所
得
の
獲
#-
に
發
す
る
と
い

ふ
0 

•7
;«
;
<
觀̂
名
所
に

據

れ

坎

す

シ
ハ

イ
，
マ
，
丨
の
此
假
定
は
正
し
ぐ
な
い

0
芷
に
ア
モ
ン
の
指
摘
す
る
通
り
®

£
可
及
的
高
钗
疋

• 

.• 

. 

■ 

.

.

.

へ

」

- 

- 

■ 

• 

.

.
-
-
V 

.■ .

.

.
■ 

V 

^

靡
^

™

^

^

^

^

^

^

^

^

麵
議 

l
l
i
謹

寶
'る

-«
い
ふ
こ
^
-
^
#
^
的
參
額
の
所
得
を
追
求
す
る
と
い
ふ
こ
と
.
\は
必
し
も」

致
ず
る
も
0
で
は
な
い
ゥ
吾
人
が
--
役
的
.こ
^
他 

.ぜ

る

箨

记

断

レ

て

！

^

;

犬̂
の
.反
對
輕
を
.受
取
ら
ん.と
：ず
る'0
は
疋
.當
な
る
假
宠
と
し
て
直
に
承
認
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
 ̂

"ち
：.に
对
.及
的
^

^

0所
^

9
求
^
意
味
す
る
.も
.の
.：で
は
&-
い
.°
掏
へ
.ば

或

勞

は

そ

れ

f
o
o愚
つ
：た
報
酬
急
與
ヘ
.ら

^

る
機 

%

^
遭
遇
.し
た
場
合
：に
':
>
:必

ず

ニ.層
多
額̂

報
酬
1
:
>
;
1
5
^

る
^
<
6
2
を
|

^
す
务
^
は
路
ら
ぬ0
'彼
は
光̂

自

己
^
給
»
ず
べ
身
勤
務(0 

一0
ゐ
場
合
に̂

て
#
慮
ず
る
に
相
違
な
^
0 

.

.

其
結
*
多
額
の.報
酬
を
奥.
.へ
ら
る
方0
職
業
.の
.性
質
が
興5

|

^
.̂^
依
0H

儅 

ぼ
れ
.る
以
1;
:
に
自
1
#於
不
適
當
で
ぁ
系
と
考
へ
ざ
极

&
ば
歌
で
之
を.選
擰
ぜ
ぬ
で
ぁ
$

^

''こ 

f

 斷

翕

し

>
'
贫

盡

办

 

^

^

:の
：
方

を

選

擇

す

：る

で

あ

ら

：ラ

<?
’
；
',-
 ̂

v
a 

.

.

.ff
l

し
な
が
&
、
最
高
所
#

の
追
求
^

最
高
«
格
の
.
.1
要
求
と
味
常
に
：：
ー

.
•致
せ
.ざ
.る
.概
念
で
，
^

る
占
限

ら

れ

た
で
ほ
犛
い
 ̂: <1〗

定
：の对 

•限
.の
下
に.於

：て
は
兩
者
：焱

嗤
-
致
す
る
-0:.::1:

定
.の

製

舉

^
泛

味

畫

諸

が

參

せ

塗

ず
^
特

定

の

醫
-'
'
*特
忠
：の
動
務

M

就
て 

、論
ず
る
變
辱
#
る
。
〃
前
例.広
據
つ
i
說
明
す
.れ
ば
勞
働
者
は
.^'
])
；
.
^
，̂0

^酬
名
.得
る
^

|

選̂
擇
ず
る
e
-a
•は
選
耀
し
奪
が
、：-

さ 

れ
ば
£ ;
1*
.つ

.1
:

€

拉̂
自
己
0
勞
働
を
俾
廉
£
函

す

^
£
'と
务
肯
^
§-
も
の
.；で
:«
:

.&
く
>

#
ず
や
數
,#
'0
;司 

'的
高
價
に
其
ー
定
性
質
の
勞
働
を
ば
賀
つ
て
吳
れ
る
者
に
之
を
寶
却
せ
ん
と
す
る
に
相
違
な
い
。

而
し
て
可
及
的
高
俱
£
質
却
す
る
，こ 

.
'
&饮
結
1
^
2
^
得
額
を
.增
划
ず
る
所
以
と
な
：；る

：
^
違
、ひ
；&
い
.で
^
ら
.ぅ

？
'
,
'
ぐ

 

.

.

.

!

.

い
設I

一
 

莽

：
：
ァ
，
標

は

2
6
:ぼ

昔

浮

卜'<1
鲁

.^

名
3
^
?
^
 ̂

1
を
批
評
し
て
®:
兔

筆

者
 

' 
:r...
 

.

.

.

.

.
:
.
.
.

は
才̂
.に
:'
L
'て
此
文
獻
を
參
照
，し- #
.な
泠
つ
；‘た
^

■>
,,,ル
 

> 

,ゥ
，ェ.ル
ナ
1
£

脊o
p
p
%
t
I
l
e

:B*
e
r
s
'
S
y
s
t
e
m

 .des J
ibesren. S

o
z
f
a
H
s
m
u
s
.

：；

由

是

襯

宅

ォ

多

ぺ

.

ン
：バ
分
マ
の
：假
f

 

:
金
德
誤
;:
»
)ザ
ぁ
^
の
%
.は
な
く
、
之
に
上
述
の
如
敦j

定
：の
制
^V

附
け
：る
^

t
に
依

遮

通
 

> 

1

0
五

2

0
 菽)



I

l

l

■ 

1
0

 
六 

C

1

2

C

 

o
て
：漸
く
拓
し
さ
を
認
め
ら
れ
.る
も

.

の
；.で
あ
^

'rf
く
制
龈
.を
附
す
る
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
と
い
ふ
に
、
最
高
所
得
獲
得
の
；爲
.に 

す
る
各
生
齑
若
の
'競
爭
な
る
も
の
：は
、
唯
?■
:
»同i

品
質
の
職
業
、
同一

品
質
の
給
付
の
み
、に
當
篏
る
命
題
で
あ
つ
て
、
坐
產
部
門
を
 ̂

に
し
、
給
付
0
品
質
を
異
に
ず
る
場
合
祀
は
、：
斯
る
假
宠
は
適
當
で
.荩
い
.と
い
ふ
こ
，と
を
意
味
す
る

0 

從

？

，
此
種
の
競
爭
に
依
：っ
て
，あ

•ら
ゆ
る
.坐
產
者
の
所
得
が
■
.
に
な
る
^
い
ふ
a
⑽
も
亦
皿
‘品
質
の
‘給
ず
の
場
合
に
の
み 

當
嵌
，る
も
.の
で
：：あ
っ
て
品
質
を
異
に

.す
る
給
付
を
：提
供
す
.る
生
產
者
相
互
間
に
在0

て
は
所
得
の
均
等
は
實
現
せ
ら
れ
ぬ
結
果
に
陷

.ギ
ッ
ベ
'ン
d

マ
ー
は
、'
所
得
を
ば
1
.
'
定
，の
貨
幣
額
と
解
す
る
限
:]
)
定
：に
此
非
難
を
甘
受
せ

^
仗
な
：ら
ぬ
が
、
同
時
に
狨
は
斯
様
.な 

批
評
を
俟
つ
迄
も
な
く
、
，自
ら
之
を
意
識
し
：..て
居
る
と
抗
議
す
る
理
由
が
な
い
で
ほ
な
い
タ
そ

 

「

性 

能」
(
a
u
a
l
M
k
a
t
i
o
n
:
}

の
概
念
で
あ
る
。
彼
に
據
れ
ぱ
、
靜
態
理
論
へ
に
於
.て
.性
能
は
：客
觀
的
に
一
定
せ
ら
れ
た
名
の
で
あ
り
、
然
も
腿
'
 

坭
生
產
者
は
何
れ
も
皆
正
常
の
性
能
所
有
者
と
い
ふ
と
と
^
假
定
さ
れ
て
居
る
の
'で
.'2
>
る
0
"
.
其
故
に
、
最
高
所
得
を
追
求
す
る
坐
產
者
.
 

をM

々
す
る
場
合
に
は
、
.生
產
者
が
線
'て
淺
ら
ず
同

T
品
質
の
給
付
を
爲
す
も
の
と
假
定
し
て
あ
る
の
だ
：か
ら
最
高
所
得
の
追
求
と
言 

0
,て
も
最
高
價
格
：の
要
求
と
言
0
て
.も
其
間
、に
喰
違
は
：な

.い
喾
.に
な
る0
斯̂

様
.に
解
釋
す.る
な
.ら
ば
オ
ッ.ペ

シ
-
.
.
ィ
マ
ー
の
命
題
は
確
'
 

に
救
は
れ
.る
。
ア
モ
ン
の
批
評
に
答
へ
：て
彼
が
.

「

そ
れ
は
用
語
上
の
誤
解
を
論
ず
る
も
CD
.
.に
過
ぎ
ぬ
.1
-
.

「

ア
.モ
シ
が『

自
己
の
生
產
物
に 

對
し
.て
.可
及
的
最
高
の
價
格
を
求
め
る
生
塵
紫
の
努
力
：は
、
.1

:

1定
の
制
限
.の
下
に
於
て
1
/般
的
に
妥
當
し
耳
っ
|
切
を
支
.配
す
る
‘
 

力
で
•あ
る』

■

と
述
.ぶ
る
.の
は
余
の
意
見
と
全
：く
一
：
致
す
る

i

の
で
あ
.る」
.i

H
9

と
.言
っ
て
居
る
^
を
推
测
す
る
な
ら
ば
前
記
の
如
く 

オ
.
.ッ
ぺ
ン
.ハ
^'
マ
1.
を
解
_
す
る
2:
,
:と
は
適
.切
で
：あ
る
と
言
ひ
得
.る
で
.あ
ら
ぅ0
ン
ぺ
ン〉

：

>
'

驻11
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■ 

■ 

■

併
し
な
が
ら
間
題
は
之
で
解
決
せ
ら
れ
た
譯
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は「

性
能」

と
は
■■
體
俩
か「

性
能」
を
與
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
^

定
す
る
と
と
は
來
し
て
拍
當
で
あ
る
か
何
う
か
と
い
ふ
疑
問
が
當
然
生
ず
る
で

あ

ら

う

o
此
疑
問
は
敷
く
猎
く
こ
と
、
し
て
、
吾
々
は

ア
モ
ン
の
批
評
に
#
す
る
今一

つ
の
答
へ
方
が
在
る
匕
と
を
指
摘
し
や

う

。

そ
れ
を
吾
々
は
オ
ッ
ベ
ン
ハ
ィ
マ
ー
の
.所
論
の
中
か
ら
引

出
す
こ
と
が
出
來
：る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
ふ
の
は
外
で
も
な
い
。「

所
得」

を
ば
心
理
的
所
得
と
隊
_
す
る
こ
:^
で
あ
る
。
浩
し
斯
う
.

解
釋
す
る
な
ら
ば
、
オ
ッ
べ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
.最
初
'0
命
題
は
無
條
件
に
'疋
し
い
0
.何
人
で
も
心
理
的
滿
足
感
が
最
大
で
あ
ら
ん
こ
と
に

努
め
る
と
い
ふ
の
は
確
に
事
實
に
立
脚
せ
る
芷
當
な
假
定
で
あ
る
。
客
人
が
自
己
の
'生
産
物
に
對
し
て
可
及
的
最
高
の
價
格
を
求
め
た

り
、
，購
入
す
る
財
貨
杧
可
及
的
最
底
の
債
楮
を
與
へ
_ん
と
す
る
努
カ
は
羅
竟
す
る
に
最
大
の
幸
福
感
を
獲
得
し
や
う
と
す
る
目
的
か
ら

出
ず
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
は
決
し
て
空
虛
な
虛
權
と
は
云
へ
ぬ
。
否
な
寧
ろ
理
論
的
に
正
當
な
る
前
提
と
看
做
し
得
る
e

あ
ら 

う
0
.:

所
得
の
意
味
を
斯
く
解
釋
す
る
に
就^ -

は
勿
論
吾
タ
が
勝
手
な
推
測
を
下
す
譯
で
は
無
く
ー
そ
れ
相
當
の
論
據
が
オ
ッ
ぺ
ン
ハ
ィ
マ 

1

の
，所
論
の
中
に
見
出
さ
れ
る
が
爲
に
外
な
ら
ぬ
o

J n

,ち
皱
は
爾
餘
の
勞
働
價
値
說
と
.比
較
し
て
自
說
の
優
れ
た
る
點
を
論
じ
て
次
の 

如
く
述
べ
て
居
る
。
.

「

：
：
.然
る
に
吾
々
の
理
論
は
商
品
價
値
の
費
用
說
又
は
勞
働
量
說
の
如
く

 

(

リ
カ
ー
ド
ー
及
び
マ
ル
ク
ス
の
勞
働
價
恼
說
を
指
す 

——

筆
者S

:

循
環
に
落
入
る4

の
で
は
な
い'0
吾
々
.の
理
論
は
究
極
に
於
て
、
價
格
に
も
將
た
又
費
用

(

及
び
其
價
格)

に
も
溯
る
も
の 

で
.は
な
く
、
所
得
に
溯
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
所
得
と
は
交
換
價
値
で
は
な
く

.使
用
價
馗
で
あ
る
。

『

所
得』

と
い
ふ
場
合
に 

-T
H

し
き
理
論
は
總.て
皆
使
用(

消
^Q

の

爲

に

，
定

め

ら

る

乂

財
貨
及
び『

激
務』

の
實
質
的
數
麗
を
考
べ
る
も0
で
あ
る
0

然
る
に
使
用
に 

供
せ
ら
る
X

も
の
は
商
品
許
り.で
は
な
く
、
從
つ.
て
交
換
價
値
の.み
な
ら
ず
使
用
價
値
、
即
ち
欲
望
充
足
性
をも
有
す

る
も
の
で
あ 

客
觀
的
價
値
論
批
判
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他
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濟

. ^

體
に
向
- o
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；̂
|

さ
れ
.る
財
«

の
實
質
的
#

^

は
、̂
^

.ひ
^

!

容
：に
於
て
は
等
し
く

炎
い
と
.し
て
^
相
等
し
い
；-,
0

酈
ち
價
値
に
於
て
嚀
し
い
、
即
ち
そ
れ
は
使
用
價
値
、交
は
主
_

價
値
の
相
等
し
い^
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所
得
を
ば
使
用
、
値
の
總
計
と
解
釋
す
含
と
其
蠢
は
オ
ッ
ペ
ン
？

 
了
の
自
由
で
t

、
又
誤
り
I

做
す
こ
と
は
出
來
太 

》

がr.

撕
る
懈
釋
が
彼
の
他

p
命
®
と
胸
和
す
名
か
何
ぅ
か
は
問
題
で
あ
るo 

:

か
と
：い

隹

、
生
觀
的
使

■

著
名
も
の
は
^

^
:A
 々

> に
：依
.つ
て
相
違
す
I

:
の
‘で
.あ
つ
て
相
互
間
に
之
を
比
較
す
る
こ 

七
が
出
來
ぬ
.
其
故
に
各
人Q

k

得Q
i

衡
と
い
ふ
こ
と
は
所
得
を
心
理
的
な
もQ

と
解
す
る
限
り
、
金
然
想
像Q

出
來
ぬ
觀
念
で
あ 

名
。
何
.如
I

場

合

に

所

；の主觀
的
價値0

總

計

が

均

な

る
か
と
い4

1
は
客
_

|

く
解 

決
の
致
％
,
の
*
.い
P
磐

な

‘备

あ

論
-/
0
さ
れ
：ば

オ

！

V 
.ベ
ン
ハ
ィ
マ1
の
い
ふ
平
衡
狀
態
なる
冬
の
は
確
定
不
可
能
な
る
狀
態
の 

種

ヤ

あ

る:0
:
.
#
$
趣
_
的
^

^
の
量
^
>
ふ
^
^
そ
«0
も

の
.を

客
?1
的
.に
思
惟
す
る
こ
士
が
0
難
セ
あ
る;°

:::

蛋

又
|

_

す

所

，の'彼
|

程
式
1

1

:

#名

ふ
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馨

上
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決

じ
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體
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親

す
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に

：對

し

、

n
は
個
物
の..總

數

を

現

す

冬
■

あ
，
る®
で
あ
.る

奮

、
前

者

を

後

奪

除

す

る

な
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理

の*
し
：含
も
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あ
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凌

多

でf

ぅ
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斷
じ
て■在

義

欢

いo
.
.
強

ひ
.て

在

る

士̂

I

I

言
へ
る0(

換
言
す
れ
ば
、
：：
蠢

的

慣

條

皇

間

セ

；比
較
し
：得

|

«
へ
，憂

|

等

泛

：貨
幣
額
は
相
等
し
い
馨
的
憤
^

ず
と
■考
へ
る
&
ら
ぼ
、.崩
述
の
非
論
理
は
非
論
理
で
は
な
く
な
る
？
吾
•人
の
見
る
所
に
據
れ
ば
す
ッ
べ
ン
ハ
す
マr
は
例
の
皮
骑
特
の 

「

性
抒J Q

概
念
に
侬
據
し
て
以
て
正
に
斯.る
#'
を
平
然
と
.犯
レ
.て
居
る
.̂'
の

、
樣

：で
.あ
る
0
即
ち
彼
は
所’#:
が

使

用

價

ま

の

锶

額

：ひ
：あ

. 

る

と

馨

し

た

上

述

；
の
：引

用

文

.に
續
：呔
セ
次
の
虮
ぐ«

^
§
:
る
0
.。 

：
へ

::
J

■

っ
何
と
fe
.れ
.
.ば
''
此
場
合
前
提
.に
從
<)
.て
鸫
で
の
#:
は
皆
縱
等
し
'い
性
能
：：を
讓
^
 ̂

，或
也
人
.の
：沂 

得
を
自
己
の
所
得
ょ
り
も

--
-
;
®
m 
く
評
^

^
も
•の
：
_
 

#の
^

^
の

趣

味

嚣

杧

應

じ

.：て

董

產

の

方

诃

を
變
化
す
る
こ
と
.に
衣 

り
、
直

ち

撥

，確
ぬ
此
他
人
の
所
得
を
我
物
と

す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ.るo

併
し
な
が
i

s
々
は
差
し
當
り
、

:

如
何
I

方
面 

に
於
。て

も

蕾

の.全
く
存#
ず
る
と
：とQ.

な
：いy

^
屮
ゆ
_

の
セ
翁
各
？

そ

备
^;
吾
々
^
脾
び
繰
返
す
こ
と
が
出
來
る
、

「

此
敬 

合
、'あ
ら
.ゆ

：
る
：
馨

は

：

r

寶

の

關

係

：に
於
.て

馨

條

贫

あ.る
タ
.：
先

づ

粼

へ
：
ば

、 

費
i

^

i

u

M

v
均
等
.の
性
能
を
有
す
る
努
働
力

■だ
根
等
し.い
.時
間
文
け
授
：入
ず
.る
こ
'を
で
.あ
^
か
ら
Q
V第
一
：.一に
か
得
は
主
.觀
的
質
値 

に
於
、て
相
等
1>
.い
9
何

な

れ
'ば
何
れ
：
の
所
得
も
直
ぢ
纪
他
：0
^
.の
：に
傲
つ
て§

し
得
：ら
：れ
る
か
ら
，

0
:
'
芷
し
く
各
闽
人
(̂
自
|
1
1
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形
成
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所
0
財
貨
額
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に
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評
憤
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ゃ
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^
然

含

斯
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す
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觀
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察
し
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見
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そ
れ
が
等
價
値
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馨

場
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に

管

れ
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卞

パ
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處
亿
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て
佘
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觀
察
に
钱
れ
ぼ
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揪
效
用
說
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援
ゼ
て
繁
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欺
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る
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所
の
か
の
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間
軔
中
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熱
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な
る
诎
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め
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充
分
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決
ぜ
ら
た
る
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.忙
凫
»'
^;
ぢ
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題
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な
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倘
人
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书
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通
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澈
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む
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o

限
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た
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獲
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指
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た
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經
濟
的
な』
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:

r
力
る
オ
ッ•へ
：
ン
ハ
イ
マ
ー

の
見
.解
に
對
し
て
先
づ
第
ブ
に
指
摘
せ
ね
ぱ

^
レ
ぬ
ト
と
洗
キ
ッ
ペ
シ
.ハ
イ
マ.
1の
所
謂
るr

國
民
經 

濟
的」

解
釋
と
は
何

で

，

あ
る
か

V

へ

限
振

效
用
說
：の

‘「

個

：人

經

濟

的

」

.

解

釋

と

の

相

遨

比

何

鐵

に

在

を

か

と

.い

ふ

と

.
と

、

第

ー

；

£

效
用
說
.は
猓
し
て
彼
.の
所
言
の
如
く
個
人
的
中
：觀
相
互

：

間
の
欲
望
滿
足
の
比
較
に
惱
ん
だ
か
何
ぅ
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

先
づ
第I

の
凝
間
か
ら
始
め
や
ぅ
。
：
.オ
ッ
：，ペ

ン
ハ
イ

マ
r
に
在
づ
セ
も
效
用
學
派
に
柱
づ
て
も
、
經
濟
學
の
根
木
的
川
發
點
は
同
様 

.で
あ
る
。
即
ち
個
人
單
位
の
：市
場
經
濟
組
縱
及
び
經
濟
的
靜
態
の
假
定
は
兩
敏
派
に
共
通
の

.要
素
.で
あ
る
。
而
し
て
經
濟
现
論
が
底
接.
 

に
は
^
ら
伊
格
^
成
論
と
分
^
論
と
'の
說
»;
.を
主
要
^-
的
^ !
す
る
も
.の
'で
あ
る
.こ
と
.も
兩
擧
派
共
蔽
で.あ
.る
0
そ
.
か̂

ら

又

す

.ッ
ベ
シ 

.ハ
イ

マ
'丨
は
限
界
效
用.

說
の
恶
礎
た
る
欲
望
充
足.に
關
す
る
ゴ
ッ
セ
ン
の
深
則
並.に「

一：
財
貨
の
«
値
は
其
限
取
效
用
：に
從
つ
て
定
め 

ら
る」

と
い
ふ
塽
太
利
學
派
の
根
本
原
則
に
對
し
て
は.無
條
件
に
£

思
を
表
し
て
居
る.、の
す
あ
る
。
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參
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然
る
に
も
拘
ら
ナ
、
兩
種
の
說
の
間
に
甚
し
き
懸
隔
を
見
る
の
は
何
故
で
あ
ら

.ぅ
か
0
.換
言
す
れ
ば
オ
ッ
べ
ン
.ハ
イ
マ
ー
が
賈
格
論 

に
於
.て
限
报
效
闱
の
諸
法
則
と
全
く
經
緣
し
て
仕
舞
つ
.て
.居
る
こ
.と
0:
根
據
.は
.何
處
'に
ぎ
る
：の
で.あ
る
かc 

.彼
■は
限
#.
效
用
の
.說
W
を 

ば
疋
し
い
に
比
相
違
な
い
が
、
經
濟
璁
象
の
，

「

面
的
觀
察
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
眞
の
正
し
き
說
明
の
道
は
財
貨
の
生
產
に

费

す

勞

働

に
在
る
と
說
く
む
で
あ
る
。
效
用
說
を
懷
格
形
成
論
に
ま
で
演
釋
さ
せ
る
こ
と
は
オ
ッ
ペ
ン
パ

イ

マ

ー

に

依

れ

ば

結

局

循

環

論

理

に

終

 

る
も
の
と
看
做
さ
れ
る0
.

オ
，
•へ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
云
ふ
、「

生
産
と
分
酸
、供
給
.と
需
要
、價
値
と
價
格
筝
、
.市
場
'に
於
げ
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
旣
に
知
权
る
如
く

根
底
.に
於
て
個
々
0-
社
會
成
&
の
意
|
!の
汽
に
あ
る
心.理
盼
現
象
へ
に
依
つ
て'

^
ち
、
.欲
望
と
滿
足
の
期
待V
犠
牲(

斷
务
と
、
.そ
れ 

.か
ら
勞
働
で
あ
れ
財
貨
で
あ
れ
貨
胳
で
あ
れ
何
等
か
の
投
費
に
依
つ
て
坐
ず
る
所
の
內
部
的
抵
抗
の
克
復
等
の
：如
き
全
然
內
心
的
な
內 

包
的
大
さ
の
比
較
考
慮
に
依
つ
て
惹
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
.：に
.
：…

供
給
と
需
要
、
價
格
と
價
値.は
外
延
的
大
さ
で
あ
り
、 

有
傷
物
の
一
定
置
る
し.て
表
現
せ
ら
れ
，
る
。
、
心

10
1
的
現
象
は
形
而
丨
吣
現
象
に
變
：化
す
る
、
生
1
的
現
氣
ば
客
觀
化
ザ6
れ
る
。

.

「

此
變
化
は
.吾
々
が
個
人
經
濟
と
市
場
經
濟
と
の
間
の
限
界
を
乗
り
越
へ
る
其
同
じ
臟
間

に
起

る
0」
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訪
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ホ̂
：

は
：

然
ら
ば
其
霧
の
論
理
的
說
明
は
如
何。
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.
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■:

限
界
效
用
學
說
に
於
は
、

'

オ
ッ
ぺ
ン
人

■ィ
マ
ー
其
他
幾
多.
.の
反
對
容
の
非
難
に
も
拘
ら
ず
、.其
自
體
と
し
て
はV
或
は
填
太
利
學
派 

:

或
は
.ロ
1
:ザ
ン
，ズ
舉
派
或
は

V

ム
：.ブ
.リ
ッ
デ
學
派
が
主
觀
的
篇
ょ.り
客
觀
的
交
換
價
値'
'へ
の
轉
化
の
說
'明
を
完
成
し
て
居
る.
0'叙
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其
說
明
の
a
礎
と
な
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も
§:は
、

「

財
貨
0
.主
觀
的
價
値
呔
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限
坭
效
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.
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ま
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o
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し
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繹
に
^
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該
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派
は
各
人
の
：主
觀
的
價
値
相1:
办
比
較
と
^
ふ
.こ
；と
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然
必
耍
と
し
て
居
ら
ぬ0
各
人
は
そ
れ
ぞ
れ
各
種
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貨
.に
對
ず
る
自
己
の
主
觀
的
評
價
を
自
覺.し
て
居
れ
ば
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：れ
丈
け
で
充
分
な0
せ
釭
つ
：て
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へ
價
格
形
成
の
說
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は
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障
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憤
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濟
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念
.を
持 

:

つ
'て
來
や
ラ
t
す
る
P
で
あ
る
か
？
晋
人
.の
見
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概
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ヶ
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狄
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&
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，i

勞
I

I

能

く

ま

^
^
^

も
の
I

t

想

等

S

は
、倉

換

.へ
I

ら
ば
、
相
等
し
い
I

を
提
供
す
る
人
S

S

す
f

 Q

に
外
な
l

o
 

f
此
想
定
に
は
相
異
つ
た
人
々
I

苦
S

に
比
較
し
得
る
もq

で
ぁ
る
と
爲
S

に
驚
く
可
き
前
提
P

.
J

I
、：：オ
タ
ペ
ン
：ハ
ィ
$

於
け
I

の
■い
ふ
.

n
i

l

S

氣

I

I

I
る
か
f

な
け
れ
.ば
.市
^

.あ
る
。
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‘

彼
論
斷
で
あ
る
こ
i

裏

書

す

衾

句

：は
容
f

見
出
馨
れ
：る
。
例
べ
比
，培
く「

今
吾
々
が…

：
‘個
人
經
濟
4
奪

經

濟
>

■BBI

| |
ぎ
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巧

|

立
1

心
理
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|

動
|

入
|

後
|

|
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.

■

規
則
的
交I

係
の
結
f

し

憂

#

4

.

1

 

i

の
關
係
と
L

t
現
^

i

f
換
へ
れ
ば
、

_ぁ
I

し
i

l

l

l

均
等
I

の
み
I

、
.

…
.

;!
.一
 

p
 Theori

:?s. 

442' 

,

.. 

.

.

. 

.

, 

;

.
:
-
.
.
. 

.

.之
を
要
す
る
.に
、.
オ
ッ
ペ
ン
ハ
ィ.
.
.マ
l

i

觀
的
濃
が
等
し
：
W

場
合
S

着

內

部
S

む
主
觀
的
僳
値
も
亦
相s

c

i

考

、
 

1

■の
.に
相
I

い
。
S

E
く

「

事
實
、
：獨
i

行
は
れ
て
f

漭

於
S

相
等
し
い
客
觀
f

値

即

ち

相

等

し

い

替

が

交

換

さ

れ

；る

o
'其

處

に

.は

客

観

的

黯

等

が

存

在

す

る

i
い

產

觀

的
 

し
い
0
.'
'
生

觀

的

な

も

の

か

ら

客

觀

的

.な
も
.の
；
へ
泠
變
化
は
|

行
は
れ
る」

(

註
三
.四〉

占
9 

f
 

•

'
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 ̂

w
r 
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:
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,

. 

ぐ
：

"

斯
力
る
命
題
は
單
な
る
獨
斷
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。
其
中
に
は
一
言
の
證
明
も
含
ま
れ
て
席
ら
ぬ
。

..是
f

つH

觀
れ
.ば
、
..オ
べ
ッ

パ

ン
ハ
I

I
が
S

■
.
つ
て
.選
金
所
の
：‘獨
特Q

出
發
點
と
稱
す
る
所
得
の
.
理
喻
は
先
づ
失
汷
で 

あ
る
i

s
ょ
り
外
I

い
。
所
f

.
心
理
事
的
I

I

と
I

I

解
f

.

lに
^
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突
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1

四 

<
1

一
四)

主
體
が
S
に
自S

競
爭
を
1
^
4と
い
ふ
假
定
が
.ら
始
ま
る
も
0
と
見
拉
ば
な
ら
ぬ
タ
其
處
で
問
題
は「

性
能」

の
假
定
の
趣
非
と
い
ふ
こ 

.と
に
移
る
。

一
定
の
.所
得
I

勿
論
貨
幣
額
又
#
財
貨
量
等
の
'.客
觀
的
數
量
を
意
味
す
る
も
の
.七
解
し
て
I

を
得
る
能
力
と
は
果
し 

て
憤
格
形
成
の
說
明
の
_
本
的
假
定
た
る
資
格
(0
あ
る
も
0
で
あ
る
か
何
ぅ
か
0 :

、
 

_ 

.

前
節
で
論
じ
た
所
を
要
約
す
れ
ば
か
ぅ
で
あ
る
0
オ
タ
べ
ン
.
ハ
イ
マ
ー
は
平
衡
價
格
の
.說
明
を
ぱ
財
貨
價
値
そ
の
も
の
ゝ
か
ら
始
め
な 

い
で
各
經
濟
，中
：體
の
所
得
0

«
衡
と
い
ふ
假
定
か
ら
始
め
：る

.
9
所
で
所
得
と
；は
何
を
意
味
す
る
か

V
問
題
に
爲
つ
た.の
で
あ
る
が
、
之 

堇
觀
的
に
解
す
る
場
合
と
客
観
的
に
解
す
る
場
合
.と
.ニ
づ
あ
る
:0
:前
の
場
合
こ
そ
は
.オ
、
ッ
，ぺ

シ.ハ
イ
マ
.丨
の
經
輩
‘の
出
發
點
か
ら 

當
然
演
繹
さ
れ
る
も
0
:で
あ
：る
。
然
る
に
も
枸
ら

.ず
、其
解
釋
は
所
得
其
物
の
均
衡
は
勿
論
、之
ょ
り
推
論
せ
ら
る
\
普
の
客
觀
的
價
値 

の
.均
衡
を
說
明
す
：る
假
定
と
し
セ
何
の
'役

に

も

立

，
た
.ぬ

。

そ

れ，̂
市

場

經

濟

に

於

け

る

價

格

の

ぼ

ま

と

少

ム

も

論

现

的

關

係

を

持

つ

て 

居
ら
ぬ
。

「

性
能」

の
概
念
は
一
見
此
關
係
を
繫
ぐ
橋
渡
し
の
役
を
爲
す
.も
の
、
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
單
に
形
式
上
の
み
で
.あ
.つ 

.
'て
，
畢

竟

獨

斷

と

は

背

理

0
助
を
藉
り
る
の
で
な
け
れ
ば
、
其
形
式
に
實
質
的
內
容
を
與
べ
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
吾
々
の
.刹
斷
に
依
れ 

ば
、へ
オ
‘ッ
ベ
.ンC

イ
V

;
は
獨
斷
の
塗
に
據
つ
て
非
論
理
を
論
理
'化
し
、
言
葉
に
意
味
を
與
べ
や
ぅ
と
し
た
0
で
あ
る
。
：

：

.

ハ

:
而
し
て
若
し
所
得
を
ば
、i

額
で
：あ
れ
財
貨
量
で
.あ
れ
/

T
究
の
客
觀
的
f

を
表
現
す
る
.も
の
と
解
す
れ
ば
、
所
得
の
均
衡
と
い 

ふ
こ
と
は
確
に
得
ら
れ
る
：0
が
そ
れ
に
ば
オ
ッ
ぺ
ン
ハ
イ
マ
：丨
が
明
確
に
規
定
せ
る
條
件
の
外
に
更
に
今
1

0
の
條
件
が
あ
る
。
と
い 

ふ
の
は
即
ち
同
一
部
”
に
屬
す
る
あ
ら
ゆ
る
生
產
絜
が
總
て
等
じ
く
耳
に
競
爭
し
合
ふ
と
い
ふ
條
仲
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ばM

に
競
爭 

し
合
ふ
坐
産
奪
の
間
で
は
趴
得
の
均
«
が
#
ら
れ
る
が
坐
產
部
鬥
を
異
ft
-
す
る
坐
產
者
同
志
の
間
に
は
直
接
の
員
^

が

な
く
、
從
つ
て 

へ
所
得
の
均
衡
ば
起
ら
ぬ
窖
.で
あ
る
。
社
會
忙
於
げ
名
所
得
の
ニ

〗

般
的
均
衡
が
，坐
れ
.な
げ
れ
ば
、
ォ
ッ
べ
シ
ス
彳
：マ
ー
の
规
論
^
於
て
は
債

格
の
形
成
が
詉
明
ぜ
ら
れ
权
こ
；士
に
な
る0
典

故

に

オ:>
-
ぺ

シ

夂

ィ

マ

ぬ

：.之
，忙
汝
立
つ.も
の
が
切
ち
彼'の「

性
能」

：の.概
念
で
.泰
o
r
.
各
坐
産
#
の
性

能

を一
定
せ
.る
も
の
i
.宠
め
，、
又
當
該
社

.
y
.

於
V 

て
正

常

の

性

盤

所

宴

るI

:
の
I

へ
，
而

し

て如
何
I

達

者
も
、
i

の
、
性

雙

忐

あ

ま

或

は

.以
下
に 

あ
る
力
に
從
ひ
、
其
隔
り
.

H

應

じ

：
て
：
一

定

g

ょ
か
太
な
る
又̂̂
^
は
^̂ 

其

故

に

1

會
に
於
..て
は
：芷
常
の
性
能
所
有
盏
が
奢
れ
ば
，其
れ
の
所
得
め
均
衡
が
一
^
す
ベ
く
、
泛

亦

.

|

達

れ

ば

、
'爾
餘
の
.生
產
者
の
所
 

得
も
亦
容
易
に
類
推
せ
ら
る
乂
こ
と
に
爲
る
の
で
あ
る
©-
:

':

卵
#

&
次
第
1

る

か

ら

オ>
ぺ
：
：
ン-

の
慣
値
論.

Q.

當

否

は1:H
「

姓
能
し
の
假
定
I

否

に

あ

る§

1

9
そ
^

I
し 

ン
て
暴
で
あ
：

.る
が
、

非
で
：あ

る

か

-0
,

,

茲

で一

富
注
意
す.べ
*
}
:
|
は
、
才
ッ
ぺ
シ
ハ
ィ
.マ
：
が
n
性
能
U
:に
雕
つ
^
解
決
さ
せ
.様
，ふ
し
-て
居
る
所
の
問
題
：.が
H

I

る 

.

勞
働
似
A
學
說
に
附
—
ぷ
め
の
頗
る
掘
難
教
問
題P

ぁ

る
と
い
ふ
こ
A
で
：あ
へ
る
‘？
.オ
ッ
^
ン：

ハ
ィ
マ
！
：の
.言
ふ
所
得
と
-は
、
即
ち
生
鹿 

::
^
;:
^
顧
供
す
る
勞
働
め
生
產
物
翁
慎
か
ら
良
已
費
用
を
差
.引
.い
た
も
の
、
略
言
す
；れ
，ば
提
供
せ
る
勞
働
の
交
換
價
値
の

.總
額
て
^
な 

ら
ぬ
:,
-''0然
|

勞
働
の
：交
鐵
顧
値
|

勞
5

費

實
で
_

る
。
.
；
.
其
故
に
f

.

れ
'た
る
養
働
量
を
ぱ
各
財
貨
のM

決
定
の
原
因
と
霧

す

學
說fc
在
つ
て
は
^

_
品
質
 ̂

働
の
使
値
の
相
瓦
間
の
比
較
ば
如
财
に
し
て
抒
は
れ
る
か
と
い
ふ
避
問
を
先
づ
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

。
'

若
し
.#:
さ
作
た
，る-あ
&
が
る
勞
紙
.が

堍

等

：
の
：：品

霞

を

有

す

る

あ

^
れ

る

な

ら

ば

、
：
'
勞

働

M
値
說
に|
_
す
る以
よ
^
勞
_
の
^
產 

、
物

の

恨

促

は

疋

.
に

其

含

む

所

の

勞

修

秦

に

趣

で

比

較

し

得

ら

れ

る

它

釭

ら

ぅ

.。

オ
ッ
ベ

V

ハ
ヰ
マ1

0
言

葉
^:
用
ひ
：
る.な

ら

ば>
5: 

に
競
|

立

場

に

在I

產

者

同

志

菡

得
I

繫

於

て

苹

衡t

:
に

達

す

ると
，い

食

I

I

I

:

■

ニ 
李 

C
1
-
5
'



_、
 

容
m

的
價
値
論
批
判 

1
1

六

べ

'「

六
0 

I 

で
は
勞
働
0.
«
類
は
节
_
萬
洲
で
ぁ
る
ぢ
_
<-
類
修
レ
で
居
ダ
あ
思
比
扣1±
-事
(0
'
例
^
取
っ
.で

ど
は
著
し
ぐ
粑
贫
が
專
る
0
之
：の
”比
較
は
如
何
に
し
.て
杼
4
ゆ
货
あ
'る
か
0}
或
共
通
の
.檄
準
の
上
に
立
：
つ
て
■そ
CD
,此
較
を
實
行
せ
ざ
る 

| 

限
り
、各
坐
產
物
o.
M-
:
«;
を
：ば
费
さ
れ
た
一
る
勞
働
量

|̂
-
應)

じ
：て
菸
紙
さ
る
、
も
0:
ど
斷
定
す
る
ど
と
は
出
來
故
い
0

へ
種
類
、品
鄧
の
差
異 

j

^ }
間
ば
少
如
何
な
2 >
.努
働
も
皆
均
ー
ぬ
勞
働
時
間
ぬ
依
0

て
比
較
测
定
さ
れ
る
，と
爲
す
考
.へ
方
が
事
實
と
合
致
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と 

一
 

勿
論
督
_耖
る
0.
.若
し
あ
る
社
#
:に
.
.於
て
大
右
の
四
印
分
の
勞
働
が
彫
刻
師
^

i 

S
t

故
'で
办
各
か
^
此
疑
問
だ
解
決
せ
办
腿
り
勞
働
惯
値
擧
說
ゆ
如
何
な
る
も
办
と
雖
も
成
立
せ
ぬ
。.
勞

働

價

値

說

：
の

第

.ー
：；
-
<
者

た

る 

j

y,
ル

ー

ド
：

1

は
此
邮
題
•に
飱
ぽ
指
を
觸
れ
な
か
つ
た
。
' 古
典
學
派
に
於
げ
る
其
後
繼
者
の
：

1

人
：ヶ
ア
ン.‘
ズ
は
所
謂
る
不
競
箏
集
圑
の
學 

j 

飯
に
依
へ
つ
て
リ

ヵ

ー
忆
丨

か

欠
陷
を
補

比
ん
と

し

た
。

.

即
ち
生
產
費
說
は
相
競
爭
し
合
ふ
勞
働
考
の
勞
働
の
費
さ

.

れ
た
る
生
產
物
に
就 

| 

て
は
當
嵌
^'
が
、

ー
度
び
競
部
.集
團
を
異
に
す
る
產
物
相
瓦
間
に
在
つ
セ
.は
當
嵌
ら
ぬ
.と
.說
い
た
の
’で
あ
^
。：
當
嵌
ら
ぬ
'̂
說
く
_こ
と 

一
 

は
取
り
も
直
さ
ず
坐
產
费
說
叉
は
勞
働
價
値
說
の
不
備
を
表
商
す
る
も
の
に
：外
な
ら
ぬ
。
即
ち
客
觀
的
價
値
說
に
依
つ
て
は
*
勞
働
の

種
類
品
#
を
異
に
す
る
勞
働
坐
產
物
相
互.間
の
交
換
坩
率
を
決
定
す.る
法
則
は
、
：.單
な
る
必
要
勞
働
量
の
み
に
依
つ
て
は
解
決
し
得
な 

V,
:-
の
で
あ
る
。

.

.

.

:

t

ル

ク
キ
は
此
點
を
如
何
.に
說
明
し
た
が
と
^
ふ
に
、
彼
は
一
定
:0
社
會
に
於
て
は「

單
純
.な
る
平
均
勞
働
と
い
'ふ
も
の
が
一
定
七 

で
居
り
、
之
を
蕺
礎
と
し
で
、
' 他
の
あ
ら
ゆ
る
毺
類
の
勞
働
が
之
に
換
算
さ
れ
る
と
考
ベ
た
の
.で
あ
る
。
即
ち
日
く 

.「

：
.：
人
間
勞
働
と
は
.特
別
の
發
達
な
き
普
通
の
各
入
間
が
平
均
し
て
其
身
體
'|
]
1織
の
中
に
持
.つ
單
純
勞
働
カ
の
支
出
を
意
味
す
，.る
0 

勿
論
此
單
純
勞
働
な
る
平
均
勞
働
そ
れ
自
體
は
國
と
文
化
時
代
の
異
る
に
從
つv

姓
質
を
.變
W

す
る
も
の
，
で
あ
る
が
、
併
し
一
ま
の
社 

#■
に
就
て
言
へ
ば
そ
れ
は
一
定
し
で
居
るC

複
雜
な
る
勞
働
は
要
す
，る
に

.單
純
勞
働
の
强
め
ら
れ
た
も
.の
、
或
は
寧
ろ
倍
加
さ
れ
龙
^

の
に
過
ぎ
ぬ
以
で
あ
つ
て
少
量
の
複
雜
勞
働
は
多
量
ひ
單
純
勞
働
と
等
し
き
も
の
と
な
る
^

バ
璧
五
レ
と

-0
*
:
: 

,
'

■

,

-
:

.

.

f
一一
 
五 

f
 

3 

«
« 

W
D

1

,
w
b
. 

M
.

Co
.
. 

1
9;

.

.資
本
論
高
息
.譯
、
.第
一
卷
第
一
册
、
.一
四 
5

.

然
ら
ば
何
の
程
度
ま
で
强
め
ら
れ
、
何
の
程
度
ま
で
倍
加
さ
れ
る
の
か
は
ー
體
何
が
之
を
定
め
る
の
か

o 

: 

. 
\

マ
ル
ク
ス
は
續
け
て
日
く「

此
換
算
が
絕
ぇ
ず
行
.は
.れ
.る
こ
と
：は
經
驗
の
一
ボ
す
所
で
あ
るo 

.或
商
品
は
最
も
複
雜
な
る
勞
動
の
產
物 

で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。：然
も
其
價
値
に
依
つ
て
、」

そ
れ
は
單
純
な
る
勞
働
の
生
産
物
と
等
し
か
ら
し
め
ら
れ
-,斯
く
む
て
又
單
吨
な 

.る
勞
働
の
一
定
置
を
代
表
す
‘る
に
過
ぎ
.ぬ
も
の
と
さ
れ
る
。
種
類
の
相
異
つ
た
各
勞
：働
が
.其
尺
度
單
位
と
し
.て
單
純
勞
動
に
換
算
さ
れ 

る
様
々
の
比
例
は
生
.產
#
の
背
後
，に
於
け
る
社
會
的
行
程
に
依
つ
て
定
め
ら
れ
る
名
の
.で
あ
る

o
”隨
つ
て
生
產
者
か
ら
觀

れ

ば

そ

れ

は
 

習
慣
に
依
つ
て
與
へ
ら
れ
た
る
か
の
如
き
觀
を
里
し
.て
來
る」

.8
1
|六)

：と
？

:'

.着

六

.
f

 

S孩l
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l
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I. S'、 I
9
.

.高
嶷
譯
資
本
输
第1

卷

、
第

.一

册

一

四

丄

五

頁 

マ
ル
ク
ス
の
此
說
明
が
常
の
.疑
問
の
說
明
に
：爲
つ
.て
居
ら
ぬ
こ
と
は
明
^
べ
ー
：ム
'>

ハ
ダ

或
社
會
行
程
が
、或
は
或
經
驗
が
實
際
に
存
在
す
る
こ
と
は
確
で
あ
る
。
.又
異
種
類
.の
勞
働
.が
：互
に
比
較
換
算
せ
ら
れ
，る
と
す
れ
碍 

其
換
算
の
基
礎
を
爲
す
も
.の
：が
各
稲
勞
働
の
«
値
；で.な
け
れ
ば
：な
ら
ぬ
こ
と
も
亦
疑
ふ
餘
地
は
無
い
.で

If
.!
腐
に
^
,る 

換
箅
率
を
指
定
す
る
所
の
そ
の
社
會
行
：程
、
：其
經
驗
は
抑
*
何
’を
基
管
し
：て
生
れ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
.が
.。
.單

：
に
與
へ
.
ら

れ

た

も

の

と 

し
で
假
定
す
る
と
'と
は
許
さ
れ
，る
の
で
あ
る
が

o
:
.否な
斷
t
て
許
さ
れ
ぬ
o
v,
.何
故
か
と
い
へ
：ば
.斯
る
假
定
は
、
說
明
さ
：れ
る
可
き
當
の 

も
の
を
豫
定
す
る
循
環
說
明
を
爾
ら
.す
か
ら
で
あ
る
。
.ベ
1

ふ
*I
.バ
、ヴ
キ
ル
ク
のI

日
葉
を
借
o
で
.例
.示
す
る
な
‘ら
.ば
.次

め

如

；
く

で

_あ「

^

 

y

:
 

, 

, 

'
 

- 

.
V 

- 

.

'
':
,

1
か
\
吝
事
情
の
下
に
於
マ
換
激
尺
廣
の
決
定
要
因
と
.し
_
;て「

慎
値」

ボ
び
校「

社
會
的
過
程
し
霧
出
す
ご
.
^

客
難
：

g

概
做
！|枇
«

ニ
；
.
 ̂

(

ニ
七
V



♦
期
的
«
值
論
批 

_' :
.ニ

a

(

ニ

ら
ぅ
か
o
:外Q

こ
と
をI::

切
度
外
視
す
る
な
ら
ば
> 
そ
れ
は
赤
裸
：々
な
.る
、
純
然
^
る
說
明
の
循
環
を
意
味
す
る
o
說
明
の
對
象
は
勿 

論
商
品
の
.交
換
關
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
例
へ
ば
彫
刻
家
の
一
日
の
勞
働
を
費
さ
れ
た
小
彫
像
は
、
何
故
に
石
割
人
夫
の
五E

：

の
勞 

働
を
費
さ
れ
た
一
車
の
割
石
と
交
換
.せ
ら
れ
.て
、

.

十
日
の
勞
働
を
費
さ
れ
た
.そ
れ
ょ
り
多
く
の
割
石
、
或
は
三
日
の
勞
働
し
か
毀
さ
れ 

な
か
つ
た
ょ
り
少
い
割
石
と
交
換
せ
ら
れ
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
分
マ
ル
クK

は
我
々H

之
を
何
-

U

說
明
す
る
か
。
彼
は
言
ふ
、
 

其
交
換
比
例
は
此
比
例
.で
あ
：つ
.て
他
の
比
例
で
は
；な
.い
0
何
と
な
れ
ば
彫
刻
家
の
勞
働
の」

日
は
丁
度
單
純
勞
働
の
艽
日
に
換
算
さ
る 

べ
き
，で
あ
る
と
。
然
ら
ば
何
故
に
そ
れ
は
丁
度
五
日
に
換
算
さ
る
可
き
.で
I

か
o
.日
く
そ
れ
が
あ
る
社
#
的
過
程
に
依
つ
て
術
く
.の 

如
く
に
換
算
せ
ら
.る
、
こ
^
を
經
驗
が
示
す
‘か
ら
で
あ
る
と
9
然
ら
ば
此
社
會
的
假
定
と
は
如
何
な
る
も
の
で
.あ
る
か
0
そ
れ
は
說
明

せ
&■
る
，べ
き
.そ
のも
の

、

即
ち
彫
刻
家
の
—
日
の
勞
働
の
生
產
物
を
、
そ
の
價
値
に
於
て
、
普
通
.の
勞
働
の
五
日
の
生

產

物

<»
:

等
位
に 

置
く
所
の
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
0」

|

ー
七

〕

，.と
0 

, 

'

''

”

'

註
三
七
ぺ
密
ぎ
⑴
璧
を
フ
竹
原
八
郞
譯
ソ̂̂

.オ

.ッ
ベ
ン
パ
.
.ィ
マ
.1

は
此
問
題
.の
.
_說
明
を「

性
能
1

6
概
念
.の
.中
.に
包
含
せ
.し
め
る
.
.の.で
.
.あ
る
.0
/
;
.
.
.

'
,社
#
的
に
優
れ
た
る
性
能
を
認
め
ら
れ
て
居
る
も
の
'は
ょ
り
高
き
所
得
?:
獲
得
し
、
劣
等
な
る
性
能
の
所
有
者
は
ょ
り©
.

き

所

得

を

 

受
取
る
マ
性
能
：の
差
異
に
碁
く
所
得
の
差
異
即
ち
勞
靡
の
價
値
の
差
異
は
何

.に
依
.つ
て
定
め
.ら
れ
る
の
&
 

オ
ッ
ペ
シ
、 

ィ
マ
r
は
そ
れ
は「

一
定
の
社I

於
て
確
定
し
得
る
と」

い
ふ
、：
經

濟

的

靜

態

.
の

理

論

に

於

て

與

へ

ら

れ

た

る

材
抖
を
爲
す
も
の
で

 ̂

1

^
 

^

^
 

0 

ッ
ペ
ン
ハ
ィ
マ

1
は「

性
能」

と
：い
ふ
言
葉
に
訴
へ
た
と
い
ふ
相
違
が
あ
る
丈
け
：で
あ
る
o
ぐ

.
：

抑

，
社
會
の
各
成
員
に
一
定
の
所
得
.を
獲
得
す
る
能
力
が
與
ベ
ら
れ
て
居
る

と
假
定
す
るこ
と
自
體
が餘
り
杧
も
明
白
な
誤̂

で
ぁ

る
？
ォ
ッ
ベ：

ン
入
'ィ
マ
'
1
の
意
^
す
る
所
得
：と
は
勞
働
の
價
値
に
'外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
勞
働
價
値
說
に
於
て
、
；勞
値
CO 

は
、
如
何
な
る
M
類
、
如
何
な
る
品
質
と
離
も
1
定
の
.比
：率
に
於
て
.豫
め
定
ま
つ
て
居
る
^
爲
す
の
■は
、
說
明
せ
ち
る
可
き
露
の
間
題 

を
前
以
て
假
定
し
て
置
く
こ
と
で
あ
る
。

:

ォ
ッ
.ベ
ン
ハ
ィ
マ
ー
：忆
は
其
上
吏
に
犯
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
誤
謬
が「

性
能」

の
中
に
含
ま
れ
：て
居
る
。
.と
い
ふ
の
.は
外
で
も
な
い
。
以
前 

に
そ
の
所
得
論
に
於
.て
述
ベ
た
如
く
、
彼
0
經
濟
理
論
の
出
發
點
に
は
心
理
學
的
菽
礎
が
置
か
れ
：て
'あ
る
0
っ
所
得」

槪
念
を
■心
理
的
に 

基
磔
附
け
る
爲
に
ば
.そ
れ
故
に
、相
等
し
$
:
:
所
得
は
相
等
し
い
.主
觀
價
値
の
：幽
得
、反
面
に
於
げ
る
相
等
し
い
勞
苦
の
投
入
を
意
味
す
る 

と
想
宠
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
.た
0併
し
な
が
ら
此
想
定
は
睞
に
指
摘
''
1
.た
«
り
事
實
と
少
し
も
合
致
せ
ざ
る
獨
斷
で
.あ
る
。
然
る
に 

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
自
己
の
學
說
に
論
理
的
銃
一
を
與
へ
る
爲
に
は
、
ォ
ッ
ぺ
ン
ハ
ィ
マ
ー
に
取
つ
て
听
得
獲
得
の
原
動
力
た
る「

性
能j 

の
槪
念
の
中

H

も
心
理
的
要
素
を
認
め
るg

務
が
.在
つ
た
の
で
あ
る
”

^

S
 

:

.

〈

.

.
'
註

三

八

り

 W
e
3
e
r
'
0
p
p
e
&
e
i
§

r
s
s
y

祭
^
^

.正
に
.其
通
り
ォ
：ッ
ベ
ン「

ハ
ィ
マ
ー
は
各
生
產
者
の
あ
ら
ゆ
る
個
人
的
特
性
及
び
之
に
對
す
る
»*
:

#

#員
の
主
觀
的
評
價
を
ば「

性
能」 

の
中
に
包
含
し
て
居
る
。

.

.例
へ
ば
個
人
の
肉
體
g

#

«、即
ち
.筋
力
、熟
練
、敏
感
、優
美
等
何
れ
も「

性
能
，

」

か

蓥
礎
を
造
る
要
素
で
あ
ス
;0「

罾
も
重
い
槌
を
以
r 

作
業
す
.る
鍛
冶
屋
、
一
厣
多
數
の
紡
織
機
を
使
用
す
る
こ
と
の
出
來
る
紡
績
家…

•平
均
以
上
に
美
し
い
娼
婦
等
は
ょ
り
高
き「

性
能」 

を
#
つ
も
，の
で
あ
る
？
余
は
此
最
後
の
例
を
故
意
に
選
定
す
る
。
：：

i
い
ふ
の
は
藍
し
、
先
づ
第
一
に
は
、
經
濟
と
い
ふ
戈
の
が
唯
、
單 

に
物
質
的
、
郎
ち
S

JH
な』

財
貨
の
み
に
關
す
る
も
の
で
な
く
、倚
ほ
又
欲
望
.充
足
：性
を
有
す
る
.所
:0
:、
費
用
の
か
、
る
あ
ら
ゆ
る
對
象 

換
言
す
れ
ば
、
欲
求
#
の
主
觀
的
見
解
に
從
つ
て
、
.其
何
等
か
の
欲
望
を
充
足
す
る
效
用
性
^
有
す
る
所
の
、
費
用
の
か
V
る
あ
ら
ゆ 

客
觀
的
儐
値
論
批
判 

Y

一

九

〈

ニ 

&



客
觀
的
滠
聽
判 

I 

二
o 

a
l
i
o
)

る
對C

^
關
す
る
も
の
：で
あ
る
こ
と
い
ふと
，と
を
吾
人
の
.記
憶

に
稗
度
够
起
せ
し
むる
理
凼
か
ら
で
ある
？
又
第

一
一
に
は
、
狭
義
の 

f

勞
癖』
即
ち『

財
貨
を
供
給
す
る
勞
働』

を
擎
所
.の
.給
付
の
.
み
が
債
値
を
持
つ

も
.の
，で
あ
る
と
文

凝

外

に

は

全

く

雇

僦

I

せ
ら
れ
ぬ
所
の
或
給
伐
人
は
、
#

し
此
の
勤
務
に
必
要
な「

性
能」

、
.即
ち此
場
合
は

〗

た々 

る
姿
體
、
尋
常
%•
'
る
容
貌
が
他
の
.

f
比
較
し
S

:層
優
れ
て
居
れ
ば
居
る
程
、.I

暦
高
く
評
慎
せ
ら
る
i
.所
のX

勤
務J

を
淳
す
る

%'
■-の
で
あ
る」

8
三
九) 

.

註
三
九
ソ Theorie ; S. 469.

r
く
の
如
く
オ
ッ
ぺ
ン

'ハ
ィ.マ
ー
が

自

己

：の

學

說

の

出

發

點

.に
忠
實
で
あ
る
こ
と
は
、
其
限
り
に
於
て
論_
上
已
し
い
け
^
ど
も
、

其
結
艰
は
如
何
で
I

ぅ
。
彼q

純
粹
に
進
的
な
幕
畜
値
論
S

觀

聲

證

依

つ

i

f

れ
る
こ
と
篇
り
は
せ
.ぬ
で
あ 

ら
ぅ
か
。

.以
上
の
オ
ッ
ベ
ハ
ィ
マ1
.の
所

言

は

、
即

ち
「

性

能」
と

い

ふ

或

一

定

.の

所

得

を

獲

得

す

る

能

力

な

る

も

の

が

1

單
.に
.一
個
人
.の
腕
力 

と
加
頭
腦
と
か
、
或
は
.一
社
會
の
坐
產
技
術
と
い
ふ
鐵
な
客
觀
的
要
素
化
依
つ
て
影
響
さ
れ

A
許
り
で
な
く
、
尙
又
之
に
對
す
•る
需
要 

奪
側
の
許
價
の
程
度
如
何
に
依.つ
.て
も
.影
響
さ
れ
る
こ
I

承
認
す
f

の
で
は
な
い
か
。
換
言
す
れ
ば

「

性
能」

を
決
免
す
る
も
の
は. 

伺
種
の「

性
か」

が
有
者
の
#
在

量

と

其「

.性
能」

の
技
術
的
能
力
の
程
度
と
そ
れ
か
ら
之
に
對
す
る
爾
餘
社
會
各
員
の
主
觀
的
評
質
と

. 

で
は
な
い
か
と
推
定
せ
ら
れ.る
。

.此
推
定
產
誉
す
る
言
葉
は
オ
タ
。へ.
•ン
.ハィ

マ
丨
の
所
言
の
中
か
ら
容
f

之
を
等
き
出
ず
こ
と
が
出
來
名
:°
f

 

■
彼

は「

性

能

.

」

.は 

「

相
對
的
な
る
經
濟
的
稀
少
性
心
依
つ
て
.決
定
せ
ら
れ
る
と
說
ぐ
、r

或
る
.一
般
的
S

望
^
れ
.

P

思
る
.特
性
丨
肉
體
的
翁
の
.
f

:

:

• 
•精
神
的
な
も
の
f

.

, 

•
.
:
‘
I
し
い
が
丨
I
が
输
少

2

れ

f

 

.
る
程
> 
共
特
挫
を
馓
へ
.た
る
個
人
に
.勸
ず
る
社
會
的
評
質
郧

 

I

A
の

甚

は

高

い

」

I

s

'「

其
故
に

..•…

性

能

鴒

占

肷

f

著
し
く
類
似
し
て
.居
る
。

_

.
に

又

籠

は

、
：：
；
，
；

獨

占

と

 

共

S

I

Q
馨

I

す
もQ

で
あ
る
。」

i

o
個
々
の
發
働
力
の
所
得
は
、

一
定
期
間
に
於
け
る「

收
益」
よ
り
成
る
も
の
で
あ

 

る力それは出相

l

rr
少
11
の
程
度
に
應
じ
て
階
管
定
め
ら
れ
る
。
性
能
が
高
け
れ
ば
高
い
程
其
生
産
物
の
ー
.單

位

當

り

の

 

.個
：
^
6收
益」

も

亦

い

」
C

I
O

「

例
し
給
附
が「

財
貨」

と
し
て
生
產
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
よ
り
高
き
性
能
は
其
^
少
性
の
莖
度
：
 

:
.
:
に
1!
ず

萬

值

格』

に
：於
て
、
よ
り
高
き
收
益
を
螫
得
す
る
0ビ
：
 

• 

, 

.

. 

■ •

、

ン

.

.

.
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評
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'

os
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CK
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•

:
'
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評
四
ニ
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.訪四
塑
.一:
-
7
^
0
を

-
^
:
8
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.
4
6
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0
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.ニ.

ア
ル
'フ
ッ
レ
•ド
.
e

Tモ
ン
は
.ォ
ッ
ぺ
ン
ハ
ィ
マ
ー
が

「

性
能」

、の
假
定
.に
於
て
、
' .{.つ
の
技
術
的
能
办
と
此
能
カ
を
恶
礎
ど̂
て
ほ
は 

れ
る
選
擇
と
い
ふ
翦
實
と
を
混
！

t,

し
.、
■屢
餘
爭
の
誤
ぎ
犯
し♦
居
な
と
#
ベ
.て
#.0

、

'即

蓄

ぐ

、
.
.

「

ォ
，
ゃ

ペ

ン

ふ

マ

ー

は

掩

に

 

性
能
を
認
め
ら
れ
た
る
者
が
或
比
較
的
高
き
所
得
を
得
：る
含
ふ
と
と
を
■

豫

孪

令

^

f

す
職
變
就
く
も
の
を
ば「

特
に
性
能
倉
め
ら
れ
た
も
の」

と
呼
ん
で
屈
る
か
ら
で
あ
る
。
之

は

當

然「

能
力」

を

豫

孪

る

も

の
1

%

'
が
併
し
、
'
よ
I

 
く

泰

I

、
生

産

物

を

唐I

f

が

此

場

合

歡

き

歡

i

r
を

f

 く
.

そ
行
は
れ
.
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搽
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即
I

f

り

高

基

拂

f

'

v生

産

物

を

霧

ず

I
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.ア
モ
ン
.
.の
此

、批

評

は

职

し

み
0
‘
#人
が
何
れ
丈
；け
.の
價
格
あ
る
绝
產
物
を
坐
產
す
る
か
は
各
人
0
個
人
的
能
カ
の
み
睹
麻
夕
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c
u
m
)

る
も
0
で
は
な
\

^
そ
れ
丈
0
偾
格
0
生
座
物
:|
:
造
：る

馨

を

選

爾

る

と
^
ふ
こ
と̂
依
や
て
決
定
ー
せ

‘
れ
る
0
で
.あ
へ
る
？

各
人
が
如
何
：に
し
て
何
の
：機
會
を
選
擇
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
決
し
て1{ル

叱
ら
る
可
き
も
の
で
は
な
い
、
^
放
か
と
い
ベ
ば
、

#

1
 

擇
は
也
產
物
の
情
格
が
市
場
に
於
て
何
の
程
度
で
'あ
ら
ぅ
か
と
；い
ふ
市
場
<6
亊
情
如
何
、
換
言
す
れ
ば
、
當
該
生
遨
物
に
對
す
る
社
會 

的
需
耍
の
釐
と
强
さ
如
何
に
依
つ
て
影
響
せ
：ら

れ

る

::
1
>の
.
•た
か
ら
で
.あ
る
。
其
故
'に
邀
擇
も
，亦
能
カ
と
同
機
杧「

性
1̂
.

」

の
中
に
含
め
て 

之
を
一
定
せ
る
も
0
と
看
做
す
：こ
と
.は
"
市
場
に
於
け
る
價
格
は
勿
論
、
各
人
め
需
要
の
程
®
も

亦

一

定

し

、
て

居

§
と
«
定

す

る

こ

'
と

'
奇
妙
な
こ
と
に
は
オ
ッ
ペ
ン
へ
ィ
マ

ー
は
ア
モ
ン
の
批
評
の
正
し
い
こ
^
を
平
然
と
承
認
し
、
然
も
自
說
を
之
に
從
つ
て
改
め
る
こ

と
な
く
1
反
對
.に
ア
_モ
シ
0.
批
評
の
方
向
に
從
0
て
、
性
能
が
填
に
個
人
的「

能
カ」

の
み
.な
ら
ず
、
之
に
基
^
て
行
は
れ
る
選
歡
の

「

事
實」

を
共
に
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
.て
居
る.
o 

c
tf
:
§
而
し
て
砘
能
を
ば
、
.或I

定
の
所
得
を
齎
す
能
カ
と
す

〕

る
觉
義
の
仕
ー

方
.で
は
、
之
を
單
に
個
人
的「

能
力」

鐘

く

^
の
と
誤
解
さ
れ
易
い
と
い
ふ
の
で
、
ア
モ
ン
の
批
評
に
答
へ
て
次
の
如
く
改
め
て
觉
II

を
下
し
で
居
る「

他
能
と
は
、
绝
產
若
に
對
す
る
社
會
的
評
情
を
ば
^
產
者
の
所
傅
に
依
つ
て
測
宛
表
現
せ
る
も
の
で
あ
る

o 

•
:
.
:

性
能
の
階
勝
は
所
得
の
相
違
に
比
例
す
る
0
吾
々
は
獄
々
の
坐
產
蕃
の
性
能
を
比
較
す
る
に
、
其
各
自
の
所
得
に
依
つ
て
测
定
す
る
ょ 

り
外
に
途
が
^'
い」

'
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此
場
合
オ
ダ
ペ
シ
ハ
ィ
マ
ー
は「

社
會
的
評
價」

な
る
名
稱
を
利
用
し
て
、
以
て
1
個
人
の
所
得
が
各
個
人
.々々
.の
主
觀
的
評
價
の
浩. 

果
と
し
て
定
め
ら
れ
る
も
の
でな
い
こ
と
を
暗
に
表
現
せ
ん
と
し
て
居
.る
如
く
見
受
け
ら
れ
る。
即
ち
社
會
的
評
價
と
い
.ふ
こ
，と
を
一
.

; 

-

，
っ

の

、

心

酒

學

的

で

な

い

社

#-
的
な
旣
定
妻
と
し
て
受
取
&
し
め
ん
士
考
へた
か
の
如
ぐ
察
せ
ら
れ
る
。
併
し
な
が
ら直
に
生
產
客 

同
志
が
其
經
濟
:f
f
爲
に
於
て
自
由
競
爭
を
實
.行
す
，る
と
と
に
依
っ
て
成
立
す
る
所
の
市
場
經
濟
の
社
#
に
於
て
、
其
結
果
と
し
て
發
生 

す
る
所
の
社
#
的
經
濟
現
象
を
ば
、
或
特
殊
の
社
會
的
な
る
も
の
と
し
て
..假
定
し
.て
仕
舞
ふ
こ
と
は

、

.I
H
に
ヴ
イ
ス
の
指
嘀
す
る
適
り 

6

4

«當
で
は
な
い
。
價
格
現
象
の
說
明
の
爲
に
、
財
貨
な
り
勞
働
給
#.
な
り
に
對
し
て
社
會
的
評
價
と
い
ふ
言
葉
.を
用
.ひ
る
な
ら 

ば

、
そ
れ
は
當
然
多
數
.の
個
人
に
依
る
評
價
と
向
e
意
味
で
あ
'る
と
解
す
，べ
き
で
あ
る
。
此
見
地
よ
り
す
れ
ば
、オ
ッ
ぺ
ン
ハ
イ
マ


の
價
値
論
は
. 旣
に
兹
に
於
て
主
觀
的
價
値
說
に
1^
-.
 

參
し
て
居
る
も
の
と
見
る 
こ
と
が
出
來
る
で 
あ
ら
ぅ o.

註
四
:^psblese der Wei： tlehre, Schriften d. Verein f. 

f

.
00
3
' Ji 

s. 
f

o

.

,
出
是
觀
之
オ
ッ.ベ
ン
ハ
イ
マ
！
の
值
値
論
が
少
し
も
憤
値
の
說
明
に

..な
っ
て
居
ら
ぬ
こ>
は
明
で
あ
る
。'
 

彼
は
豫
め
價
格
が
一
定
し 

て
假
:^
と
假
定
す
る
:0
而
し
て
.|
定
し
て
居
る
と
す
れ
ば
各
人
の
所
得
が
一
，定
•す
る
と
；な
し
、
各
人
の
所
得
が
一
定
す
れ
ば
價
格
は
一 

定
す
る
と
知
ふ
。
之
は
純
然
た
る
同
義
語
反
證
外
の
何
物
で
も
な
.い
:*
?.
而
し
-て
.オ
ッ
ぺ
ン
ハ
ィ
マ

1
は
旣
に
其
m
發
點
に
於
て
、
一
宛 

の
價
格
噙
假
定
す
る
準
備
と
し
て
、
之
に
影
響
す
る
一
切
.

Q

主
観
的
要
素
を
非
論
理
的
に
：或
は
切
断
し
或
は
排
除
す
る
。
斯
様
に
主
觀
：
 

•^
要
素
を
無
視
し
‘て
置
い
て
、

所

得

：は
、

JE
常
的
性
能
を
認
め
ら
る..

〜

限

界

的

生

產

者

の

勞

働

の

；
價

値

の

み

ユ

り

爲

り

、
.
.
私

っ

て

價

格 

も
又
生
產
物
に
含
ま
る
働
め
：價
値
；に
依
っ
て
定
ま
る
と
主
張
ず
'る
の
で
あ
.るo
'
;

:
若
ん
オ
ッ
.ぺ
ン

ハ

ィ

マ
ー
.の
容
顧
的
價
値
論
が
;|
£
し
い
も
の
.だ
と
す
る
な
ら
.ば
從
來
の
'あ
ら
ゆ
.る
客
觀
的
價
値
論
は
正
し
い
と
と
に 

な
:|
?
ゲ
洞
時
杧
词
様
の
論
法
を
以
て
-$
>
ら
.ゆ
る
主
觀
的
價
値
論
も
亦
疋
し
く
為
石
で
あ
ら
ぅ
0
即
ち
價
格
.に
影
響
す
る
，ー'
切
-0
客
歡
的 

屬
壤
そ
嘸
觑
し
又
.は
1
宛
せ
る
も
の
，と
假
宛
し
て
置
い
て
憤
格
の
形
成
を
主
觀
的
に
說
明
す
れ
ば
、
そ
れ
で
客
觀
的
要
素
を
含
ま
ぬ
所

.洛
^
^

値
論
批
- 

i

一

(
l
u
g
.



慕
的
價
値
論
批
激 

一 .

二

四

c
i
l
!
s
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•
抑
、
處
思
的
■

者」

と
い
ふ
腺
念
其
自
權
が
主
觀
的
要
素
な
く
し
て
は
成
立
た
ぬ
こ
と
に
ォ
ッ
ぺ
ン

ハ

ィ
マ
丨
は
氣
付
か
ぬ
の
で

あ
ら
う
か
。
/
，
 

::
 

:

.,

:

•'
:
.彼
せ
.：

「

龙
婼
め
:«

能
念
認
め
.ち
れ
龙
名
限
界
的
迮
產
者.の
.意
味
を
ば
鍍
に
指
撕
し
た
檬
に
.

(

«〔

-五
#

照)

9

ガ
ト
ド
ー
に
從
ひ
、

「

费

も
管
れ
ざ
る
狀
避
の
下
に
於
て
坐
產
を
執
行
す
る
所
の
# ,
で
世
間
普
通
の
能
力
を
備
へ
た
る
も
の」

と
解
し
て
居
る
。

^
常
;6
>
セ
又
社「

卒
私
的」

と
い
ふ
'^
ぎ
は
酎
會
全
體
の
犬
數
的
觀
察
に
依
つ
て
得
ら
る
\
概
念
と
す
れ
ば
さ
し
た
る
問
嗤
で
は
な 

い
が
■
限
报
か」

士
い
\ふ
；
-«
ゼ
は
主
觀
的
要
素
を
俟
た
ず
し
て
構
成
せ
ら
：る

.

.

>1;概

春

な

い
.こ
2
:は
明
で.あ
る
。「

最
も
麗
ま1
ざ
る
犬 

態」

'と
い
ふ
の.は
、
，
經
濟
學
上
、
畫

V

其
社
會|:

般
に
於
て
最
も
不
利
I

狀
態
を
意
味
す
I

で
な
く
、
市
場
I

加
す
る
生
産 

者
の
中
で
嘬
も
不
利
な
る
地
位
に
I

者
の
地
位
め
意
味
で
あ
る
と
と
；は
.疑
ひ
無
い
o .

へ
 

.

ォ
ッ

ぺ

ン

ク

マ'

r

名
亦
此
f

明
に
認
め
て
f

o

:即
ちr

腺
歲
產
ぎ
の
概
念
に
關
す
る
疑
義
I

へ
て
f

様
に
述
べ
て
居 

る
■

葉
產
諸
と
は
：
：
：
市
場
が
尙
ほ
必
要
と
し
從
っ
J

蠢

費

以

上

の
憤
格
で
質
取
ら
ん
と
す
る
坐
'產

物

の

生

_

の中
で 

最
も
遮
ま
れ
-ざ
る
肷
態
に
あ
る
茈
常
0
生
產
者」

|

八〕
で
あ
る
と
0 

-

「

市
場
が
：
f

必
.

f
し
從
？

生
產
费
以
上
I

格
で
.買
取
ら
ん
と
ず
る
所
の
生
産
物
^

ず
！§

要
：の
量
と
强
さ
で
は
な

.い
か
o

:

-
.

何
の
養
が
最
も
f

れ
ざ
る
生
產
零
I

.
か
.祭

場

I

求
す
る
程
度
如
何
即
ち
：裹

麗

の

量
に
依
っ
て
f

ら
れる
。」 

,

f
と
.す
れ
ば
'限
■

產
客
の
所
得
が
價
格
を
：決
定
す
と
い

.ふ
命
題
は
、
價
格
が
、
.
.麗

摄

：っ
て
影
響
各
れ
套
い
ふ
こ
I

.意 

味
す
る
も
の
に
外
I

ぬ
.
o

f
る
翁
を
以
て
鐘
的
價
値
論
I

良
し
た
と
：い

I
I
!

!

I

、
の
,

さ
：.si,

ふ
べ
.せ
で
於
.る
o

'

. 

.■

.
せ

リ

；
モ
ヰ
タ
：チ
は

「

姓

能」

の
_
念
.を
分
析
し
、
此
中〉

に
'は
垡 

f

「
】

：•、
生
產
物
の
評
價|
換
言
す
.办

ば

之

忙

對

す

る

需

要

の

顧

鹿

：ニ
；、

此
生
産
物
を
ば
ー

〈

定
の
，成

報

を

以

て

生

產

す

る

.パ
個
人
の
技
柯 

■
馏
カ
及
^
三
^
坐
淹
^
の
偾
格
比
供
存
す
る
所
の
、
當
該
個
人
の
：所
得

」
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イ
サ
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&
嘗
て
、
•性
能
が
.唯
、
単
に
個
人
的

|
カ
を
意
味
す
る
許
り
で
な
く
、
淇
所
得
把
俄
り
十
测
龙
せ
名
、
衆
產
箸 

の
祉
1

3
ー
':
%
'
$表
親
で
あ
る
こ
と
：を
肅
明
す:;
?
>爲
に
隹
鬪
選
^
^
^
^

名
な
學
者
ょ
り
も
首
倍
の
所
得
を
獲
、
最
も
偉
大
な
る
學
者
や
藝
術
家
が
其
天
禀
の
生
產
物
ょ
り
し
て
時
と
し
て
殆
ど
全
く

所

得

を

享 

受
.せ 

'ぬ..■こ
と
が
，あ
る■

•■
%

:

指
摘
し
、

$
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性
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社

「
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の
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茗
い
事
情
看
總
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ら
ず
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る
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で
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チ
は
此; *

を
引
用
し
；て
次

-

. 0

鄭
ぺ|

|

證
す％
、

，
: '
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' 

ぃ
ン
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•■
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i 

:

「

仔
之
.

ッ̂

ペ
シ
.ハ
イ
；マ.、
.の
愛
：好
す
る
桊
鬪
選
手
に
就
て
い
ふ
な
ら
ば
、
第
一
の
^

^
は
^
^
尋
常
な
ら
ざ
る
舉
鬪
家
を
觀
賞 

せ

ん

と

す

る

：ア

メ

1-
1
;;^
人

め

差

め

選

、
第
二
の
要
素
はI

其
桊
鬪
選
手
の
特
種
の
巧
妙'
 
强
さ
等
々
、
第
三
の
要
素
は̂

—

 

奪

の

高
-'
t
惯
格
.と
當
該
選
手
め
高
き
馨:f
c
相
當
す
意
の
で
あ
る
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.
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ジ
ぺ
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ハ
ィ
マ
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の
要
素
を
性
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す
る
こ
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つ
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次
靈
き
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す
名
。：：即
ち
：
S

生
産
者
が
何
れ

咖
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し
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其
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す

る
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を
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塒
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僙
値
詭
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1
9
2
6
〕

と
o

:

”
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:
, .s

■與
へ
ち
れ
^
る
蠡
驗
的
材
料』

と
し
て
觀
察
せ
ら
.る
X
も
の
は
唯
• 

.
欲
盤
の
®
度
と
生
產
蓉
の
技
術
的
能
力'の
；み
で
ぁ
,

給
付
の
交
換
價
値
は
、
■併
し
な
が
ら決
し
て『

材
料』

で
は
な
く
- 
■一
 

つ
の「

間

題
し
.ザ
ぁ

名

湖
し
ヤ
;7
モ
> 
の
指
彼
せ
る
如
べ;;
';
>此
值
値
の
3

#
的
評
價』

こ
そ
は
拍
に
說
明
せ
ら
る
可
き§
^
,

『

當
の
阍
®

 ̂

y

 

價
楮
の
.形
成
過
程』
.で
あ
る
。J

l

;,c
i
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V

'
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へ
/
:
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五

一
w
l
i
m
o
v
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铲 
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 S.

.
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2
を
要
す
るH

翁
き
客
.觀
的
價
値
理
論
：を
救
ふ
爲
夂
試
み.た
ォJv

ペ
ン
ハ
イ
マ
丨
の
計
畫
は
失
敗
に
歸
し
た
と
.い
ふ
こ
と
が
出
來 

る
=
ゲ
?

±

に
"

^
點
に
於
け
る
、も
理
學
的
邀
礎
付
け
に
於
て
、
第

1
1に
之
を
某
礎
と
す
る
所
得
の
概
念
に
於
て
、
第
三
に
勞
働
價

と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
勿
論
、
舊
き
勞
働
價
値
說
に
優
る
と
考
ベ
ら
れ
名

も

の

は

一
つi

無

い

。

'

©

所
1

る
。'即

ち

業.Q

客
觀
的
價
値
學
說
は

「

任
意
に
璧
產
し
得
る
財
貨

」

の
み
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
達

產

 

し
も
ざ
る
財
貨
に
は

裳
：；g

ら

ぬ
.之
は
あ
ら
ゆ
る
財
貨
を

1> 

つの
鑄
型
ょ
り
說
明
す
る
と
稱
す
；る
.限
报
效
用
說
が
自
ら
.以
て
客
观
的
學 

說
に
優
る
所
以
の 

一
I

す
所
で
I

が
、
ォ
ッ
ペ
ン
.ハ
イ
マ
丨
は
齒 

そ
れ
か
ら
又
マ
：ル
クS

勞
雷
値
學
說
窣
均
利
潤
率Q 

I

s

 

§

し
ズ
自
說
に
於
て
は
、
賓
本
刹
潤
が
階
級
的
獨

卜：！

に
基
く
一 

般
的
な
榨
取
即
ち一:

種
：

Q.

獨
占
利
益
で
l

i
解

釋

せ

ら

る

、
か

ら

、

マ
.ル
ク
ス
忙
於
け
る
が
如
き
矛
盾
は
生
れ
ぬ
と
稱
し
て
居
る
。
資
本
利
滴
i

す
る
問
題
は
.汔
ベ
ン
ハ
イ
マ
1
の
齧
理
論
に
於

け

.る
慣
格
形
成
論
に
直«-
の
關
係
が
無
い
か
ら
此
處
で.は
省
略
す
る
こ
と\
し
>

€

五
一
つ
ゥ
ふ
ル
ナ
ー

の
所
論
に
據

つ

て

先

に

擧

げ

た 

問
題
を
簡
單
に
檢
討
す.る
こ
と
、
す
.る
，
i
H
v
:
:
,
:

.戟
五
ニ
オ
■ッ
ペ
シ
ハ
.イマ
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'の'資
本
利
卿
の
問
題.に
就
，て.は
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a
u
a
l
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オ
ッ
ベ
シ
ハ
イ
マ
ー
.は
、「

あ
.
.ら

ゆ

，
る

價

値

現

象

が

5

C6
鑄
型
ょ 

說
翌
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

ハ
'ふ

べ
I

t
 

バ
ヴ
サ
ル
ク

0
所
言
に
.賛

成
1>
て

次

の

如

く

述

べ

て

居

る

0 

,

'「

'此
種
の
ニ
元
主
義
又
は
.一
ニ
元
至
：莪
は
あ

』

％

る
種
類
の
古
き
囊
的
價
値
說
に
當
嵌
る
°

其
第
一
卷
の
決
定
的

^
述
の
部
分
に
於 

.て
獨
占0'
場
合
を
金
然#:
慮
せ
.
.ぬ
所
.の
す
ル
グ.ネ
に
^

特
に
餘
切

 

I.

方
リ
ヵ
ー
ド
ー
は
自
ら
卑
下
し
て
獨
占
財
の

 

一
®
を 

fe
常
に
通
训
咖
ら
め
^
外
と
着
做
し
筑
要
為
る
^
^
の
問
題
^
^
^
^

_:ふ
但
書
を
以.て

此

輝

の

對

；廣

を

此

上

更

，
に

論

議

す

る

.こ

.と

'を

■'
.
.窗
る
部
價
が
此
上
な
く
愛
る
も
の
セ
あ
る
こ̂
は
香
人
の
廣
め
て
以
ヾ
て
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
る
。
.
併
し
11
耍
で
あ
る
に 

'せ
ょ
1
.
た̂

又

無

き

杧

せ

ょ

、
：：
無

害

.に

.せ
^
有

害

杧

せ

ょ

デ

观
;«
<0
財

貨

も

亦

論
3
雕

名

、..
'
.可

ぶ

^
不

可

增

巧

：
獨

古

財

及

^

3
::
«
::
#
:̂
產
可
能
(0
財
0
慣
値
を
ば
ー
切
殘
ら
ず
包
括
す
る
钾
の
形
式
に 

龙
ヤ
.導
含
5
す
七
走
の
出
;^
灰
も
^
で
な
い
.
3
.
比
完
全
な
も
0.
^
.
3七
之
を
承
認
す
べ
：き.で
無
い
0」

>
^

餘
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.资
觀
的
猶
.値
論
批
判
；
 

一.ニ
：
八

へ

ー

.
ニ
し
ン 

そ

れ

：で
，
.は

オ

ッ
：。へ
ン
ハ：ィ
r

l

#勞
働
儕
値
說
は
一
體
如
何
に
し
セ
古
き
勞
働
價
値
說
の
此
弱
點
を
切
拔
け
る
ID
で
あ
る
か
。

' 
#

: ^
が
册
遞
で
裏
％
^
ば
.な
&
ぬ
，こ
^
東
，

:^
产
ぺ
^

ハ
，ィ
マ
1
.拟
、
'何
等
の
：|

1
冬

贫

ず

に

苹

然

香

力

ー

ド
ー
と
同
機
の 

麗
時
簡
說
を
通
现
論
に
裤
调
し
て
席
る
こ
i

f
る

.0
顧
の
理
論
の
：中

觉

饪

意

可

増

財

に

；在
り
、

.典
命
題.は
：

「

伟
意
.に
I

.摩 

為

.る
靡
雜
の
瀞
的
價
袼
姑
其
迪
產
に
關
係

'せ
：る
生
靡
漭
垒
體
薩
霍
忆
費
し
奢
勞
'働
時
間
に
比
例
す
る』

|

で
あ
.^
XO任

： .

意
に
W
也
產
.の
；礼

來

ぬ

財■«
、
，
即

：ち

自

然

的

叉

，
拉

潘

;:
#
例

:0
獨
占
財
は
如
何
.に
し
て
m
ゆ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
と
い
ふ 

に 

'オ
.：ッ：《Vン

：，

ハ；:

. ^,

マ
：
^

^

^'^
に
ょ
^
ば
^
記
の
命
.題
.が
.獨
^
事
.
の
爲
に
更
改
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
說
明
し

て̂

る

。

即 

母
或
财
貨
■

靡
が
獨
占
的
捕
係

.

に

於

で

行

は

办

る

馨

ヒ

は

フ

靈

醫

东

山

^
通
ゆ
、
當
該
_

物
の
;|
挤
は
、
普
通
.の
I

競 

爭
の
T
に
於
け
る
如
く<;
=
|^|
十S

;
な
る
公
式
に
依
つ
て
表
は
革
れ
ず
に
：

+ 

wに
依
つ
.て
表
は
さ
れ
る
？
If
•日

と

'
.
、

は
即
ち
獨
^
に
邀
く
收
益
額
.又
は
損
失
額
で
あ
石0'
.

'
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へ
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へ
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、
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註泜五名•户
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g
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^
v
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i

1'
手
れ
ば
獨
占
的
事
情
の
下
に
生
產
.す
る
か
ら
ゆ
る
»-
貨

は

、

單

に

，
勞

働

時

間

か

^:
費
さ
、 

た
る
勞
働
撤
の
憤
値
と
.、
.獨
占
i

 
く
收
益
乂
は
被
獨
内
|

く
損
失
と
の
：和
が
當
該
產
物
の

.懷
値
を
決
定
す
る
こ
と
に
爲
る
。
即
ち 

斯
秫
坐
產
物
の
價
値
e
決{

儿
す
る
原
因
叶
勞
働
量
と
獨
占
的
事
情
と
で
あ
る
C
.と
に
爲
る
。

姐
る
i

て
は
あ
ら
ゆ
る
財
鸷
の
價
値
を
'ー
元
的
に
衝
明
.す
る
こ
と
は
オ
ッ
.ぺ
ン
パ
す
マ
.
1
.に
ば
到
底
不
可
能
：.で
あ
る
と
：言
は
ね 

ば
な
ら
ぬ
。
加
ふ
る
ま
ッ
ぺ
ン
バ
ィ
マ
ー
に
在
’つ
て
ば
獨
占
の
意
味
が
通
例
の
嫩
擇
ょ
り
も
著
し
く
廣
沉
に
渡
つ
ゼ
居
る
が
气
リ
：
 

ド
ー
の
如
べ
に
分
配
論
.上
11
太
|

ざ
.，る
' 一.例
外
寒
項
と
し
て
獨
卜
：

I

財
の
價
格
形
成
を
除
外
視
す
る
こ
と
は
彼
の
_

の
適
智 

®
を
著
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狹
め
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袁
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居
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狀
態
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で
ぁ
る
。
然
る
に
ォ
ッ
べ
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客
觀
的
價
値
論
批
判 

.
ニ
ー
j
o 

'
2

三P)
'
.あ
る
か
、
：或
は
外
部
の
潜
在
的
競t

♦
に
脅
か
さ
れ
て
.長
續
唐
せ
ぬ
も
の
で
.あ
'^
と
の
理
由
を
以
て
、，
非
常
に
長
期
間
を
觀
察
す
る
所
の

0

1

^

0

. 

1

6
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ハ

，
.
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§

■
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:

.

計
五
/1
3
3
1
-
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3
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:
ゾ
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:
昨
し
な
が
ら
此
理
由
は
首
肯
し
難
い
。
抑

"

靜
態
な
る
^
の

は

一

っ

の

假

定

に

過

ぎ

ぬ

の

，で
あ
る
と
は
一
ぢ
へ

「

|
經
驗
浼
莪
礎
4

1て 

作
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る;°
オ
ッ
ベ\

《

，イ
マ
ー
に
於
け
る
靜
態
の
假
定
は

「

材
料
の
不
變
性」

c
fJS
セ
あ
る
。

彼
は
例
へ 

ば

「

靜
' ^

的
社
會
に
於
て
、
人
口
の
年
齡
上
並
に
體
性
上
.の
構
造
が
全
體
に
於
て
全
く
變
化
せ
ぬ
様
に
人
の
出
生
並
に
死
去
が
分
配
さ 

れ
て
.君
.る
：
：」

:i
M
fe
す
石
。
此
假
定
は
現
實
と
は
一
致
せ
ぬ
が
併
し
、
經
驗
か
ら
得
ら
れ
た
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
浩
し
經
濟
現 

I
象
.の
說
明
に
更
に
忠
實
な
ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
之
に
對
し
て
m
大
な
る
影
響
を
及
す
所
の

「

獨
占」

も
亦
當
然
一
っ
の
材
料
と
し
て
其 

不
變
性
を
假
定
せ
ら
る
べ
き
昝
で
あ
る0
唯
*
单
に
存
續
期
間
ホ
短
い
と
い
ふ
理
曲
を
以
て
之
を
排
斥
す
る
の
.は
些
か
根
據
菰
弱
で
あ 

'る
。
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,
!■
ま
し
て
力
ル
テ
ル

V

ト
，ラ
，ス
■>
の
獨
卜
羅
態
の
如
く
其
苻
續
期
問
頗
る
永
く
半
永
久
的
素
質
あ
る
も
の
に
於
て
を
や
。
單
に
存
續
期 

間
の
.長
短
が
問
題
&
な
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

.そ
れ
^
<
"特
種
の
性
？|
を
贫
す
る
あ
ら
ゆ
石
經
濟
主
體
は
、'之
を
任
遺
1
增
加
し
得
ず
、

,
ぃ又
其
生
命
は
永
か
ら
ざ
る
が
故
に
獨
古
の.1

部
：l
t

：屬
オ
る̂

の
4
着
做
し
て
ユ
い̂
で
あ
石
-°
-
.
. 

'ノ〜

■
: 

•
 

..
 

‘ 

. V 

V 

,
.
自
然
的
原
因
に
寒
べ
獨
占
に
就
.て
は
、
オ
ッ
•。ヘ
ン
ハ
■イ
マr

は
免
れ
.亦
頗
る
'稀
少
に
レ
で
霉
_

名
る
灌
觀
の
財
貨
齒
这
も 

V

の‘で
^
る
の
故
を
以
て
之
を
論
ず
る
f
塞

欲

せ
W
;

°此
葡
は
必
七
も
墓
如
雜
文p

p

 

■
汝

翁

、
瓦
而
ぶ
て
^-
ッ
パ

y
ハ
 

イ
マ
一
0
.當
初
の
目
的
即
ち
あ
.ら
ゅ
.る
-財
貨
の
.價
値
0 ;
ー
 

魂
阶
栽
朋
を
-散
當
や
译
^
め

說

沐

證

^

^

潘
オ
る
も
カ
讲
成
け
れ
ば
な

ら
ぬ
•

之
を
要
す
る
5

ッ
ベ
ン
、ノ

イK
1
Q

翌
す
る
新
し
き
客
觀
的
價
繁
說
は
其
如
何
な
る
部
分
に
於
て
も
古
墓
觀
的
價
値
學
說 

に
優
る
と
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